
「STUDY GUIDE 2015」 

変更部分について 

※ 「STUDY GUIDE」は入学年次のみの配布のため、記載内容に変更があっ

た部分のみ、この冊子にまとめて掲載しています。

教務課 

2020年 4 月 1 日 



【本冊子について】 

◎ 本冊子では、2015 年度入学の学生に対して、すでに配布されている『STUDY GUIDE 

2015』に記載されている事項について、変更があった部分をまとめたものです。 

◎ 『STUDY GUIDE』同様に、重要なものですので、必ず内容を確認し、必要な部分に

ついては『STUDY GUIDE』とともに保存しておいてください。 

【注意事項】 

※ この冊子は主に「授業」「資格取得」に関する変更を掲載しています。なお、「資格・検

定」「副専攻」の変更部分については、この冊子には掲載されていませんので、最新版

の『STUDY GUIDE』を大学ＨＰより参照してください。また、その他の項目につい

ても同様に最新版の『STUDY GUIDE』を参照してください。最新版の『STUDY 

GUIDE』は教務課カウンターにも備え付けています。 

※ 『STUDY GUIDE』に記載されている内容、およびこの冊子に記載されている変更点

は、履修登録や資格取得、卒業に関わる大変重要なものですので、漏れなく確認してく

ださい。



 

 

 

 

2020 年度より変更があった部分 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

学科共通履修細則 

「基盤教育科目」 
 



【基盤教育科目】 

Ⅰ.基礎科目群 

（略） 

Ｅ．外国語科目（中国語） 

（略） 

２．科目の内容 

（１）初級 

講読入門１・２ 

中国語の基本を１年でひととおり学ぶ。 

講読基礎１・２・３・４ 

中国語の基本をひととおり学び、さらにそれを補強し発展させる。１と３、２と４は必ずセットで履修する

こととし、週２回の受講によってより高い到達度を目指す。

（略） 

Ⅲ キャリア科目群 

（略） 

科目一覧 

科目 単位数 配当年次 備考 

（略） （略） （略） 

キャリア形成論3 2 3年次以上 

社会人の基礎 2 3年次以上 

（略） （略） （略） 

（略） 

（略） 



 

 

 

 

 

 

 

 

規程等 

「経営学部規程」 
 



2 学科科目 2 学科科目
(1) 経営学科 (1) 経営学科

必修
選択
必修
選択 1 2 3 4 必修

選択
必修
選択 1 2 3 4

経営学入門 2 ○ ○ ○ ○ 経営学入門 2 ○ ○ ○ ○

会計学入門 2 ○ ○ ○ ○ 会計学入門 2 ○ ○ ○ ○

ビジネス法学入門 2 ○ ○ ○ ○ ビジネス法学入門 2 ○ ○ ○ ○

マーケティング入門 2 ○ ○ ○ ○ マーケティング入門 2 ○ ○ ○ ○

経営情報入門 2 ○ ○ ○ ○ 経営情報入門 2 ○ ○ ○ ○

ビジネス心理入門 2 ○ ○ ○ ○ ビジネス心理入門 2 ○ ○ ○ ○

現代企業論1 2 ○ ○ ○
2セット8単位以上
※1

現代企業論1 2 ○ ○ ○

現代企業論 2 ○ ○
「現代企業論１」を修得した場合「現代企業論」を履修することは
できない。

現代企業論2 2 ○ ○ ○ 現代企業論2 2 ○ ○ ○

経営管理論1 2 ○ ○ ○ 経営管理論1 2 ○ ○ ○

経営管理論 2 ○ ○ ○
「経営管理論１」を修得した場合「経営管理論」を履修することは
できない。

経営管理論2 2 ○ ○ ○ 経営管理論2 2 ○ ○ ○

原価計算論1 2 ○ ○ ○ 原価計算論1 2 ○ ○ ○

工業簿記 2 ○ ○ ○
「原価計算論１」を修得した場合「工業簿記」を履修することはで
きない。

原価計算論2 2 ○ ○ ○ 原価計算論2 2 ○ ○ ○

原価計算論 2 ○ ○ ○
「原価計算論２」を修得した場合「原価計算論」を履修することは
できない。

会計学原理1 2 ○ ○ ○ 会計学原理1 2 ○ ○ ○

初級会計学原理 2 ○ ○ ○
「会計学原理１」を修得した場合「初級会計学原理」を履修するこ
とはできない。

会計学原理2 2 ○ ○ ○ 会計学原理2 2 ○ ○ ○

中級会計学原理 2 ○ ○ ○
「会計学原理２」を修得した場合「中級会計学原理」を履修するこ
とはできない。

民法（総則） 2 ○ ○ ○ 民法（総則） 2 ○ ○ ○

民法（物権法） 2 ○ ○ ○ 民法（物権法） 2 ○ ○ ○

商法（総則・商行為） 2 ○ ○ ○ 商法（総則・商行為） 2 ○ ○ ○

商法 2 ○ ○ ○
「商法（総則・商行為）」を修得した場合「商法」を履修することは
できない。

会社法1 2 ○ ○ ○ 会社法1 2 ○ ○ ○

会社法基礎 2 ○ ○ ○
「会社法１」を修得した場合「会社法基礎」を履修することはでき
ない。

基礎演習1 2 ○ ○ ○ 基礎演習1 2 ○ ○ ○

基礎演習2 2 ○ ○ ○ 基礎演習2 2 ○ ○ ○

発展演習1 2 ○ ○ 発展演習1 2 ○ ○

発展演習2 2 ○ ○ 発展演習2 2 ○ ○

卒業演習1 2 ○ 卒業演習1 2 ○

卒業演習2 2 ○ 卒業演習2 2 ○

経営史1 2 ○ ○ ○
（削る）
※2

経営史1 2 ○ ○ ○

経営史 2 ○ ○ 「経営史１」を修得した場合「経営史」を履修することはできない。

経営史2 2 ○ ○ ○ 経営史2 2 ○ ○ ○

ビッグビジネス論 2 ○ ○
「経営史２」を修得した場合「ビッグビジネス論」を履修することは
できない。

経営倫理 2 ○ ○ ○ 経営倫理 2 ○ ○ ○

経営組織論 2 ○ ○ ○ 経営組織論 2 ○ ○ ○

生産管理論1 2 ○ ○ 生産管理論1 2 ○ ○

生産管理論 2 ○ ○ ○
「生産管理論１」を修得した場合「生産管理論」を履修することは
できない。

生産管理論2 2 ○ ○ 生産管理論2 2 ○ ○

オペレーションズマネジメント 2 ○ ○ ○
「生産管理論２」を修得した場合「オペレーションズマネジメント」
を履修することはできない。

経営戦略論1 2 ○ ○ 経営戦略論1 2 ○ ○

経営戦略論 2 ○ ○ ○
「経営戦略論１」を修得した場合「経営戦略論」を履修することは
できない。

経営戦略論2 2 ○ ○ 経営戦略論2 2 ○ ○

人的資源管理論1 2 ○ ○ 人的資源管理論1 2 ○ ○

人的資源管理論 2 ○ ○ ○
「人的資源管理論１」を修得した場合「人的資源管理論」を履修
することはできない。

人的資源管理論2 2 ○ ○ 人的資源管理論2 2 ○ ○

人事労務管理論 2 ○ ○ ○
「人的資源管理論２」を修得した場合「人事労務管理論」を履修
することはできない。

財務管理論1 2 ○ ○ 財務管理論1 2 ○ ○

財務管理論 2 ○ ○ ○
「財務管理論１」を修得した場合「財務管理論」を履修することは
できない。

財務管理論2 2 ○ ○ 財務管理論2 2 ○ ○

ファイナンス論 2 ○ ○ ○
「財務管理論２」を修得した場合「ファイナンス論」を履修すること
はできない。

ベンチャー経営論 2 ○ ○ ○ ベンチャー経営論 2 ○ ○ ○

中小企業経営論1 2 ○ ○ ○ 中小企業経営論1 2 ○ ○ ○

中小企業論 2 ○ ○
「中小企業経営論１」を修得した場合「中小企業論」を履修するこ
とはできない。

中小企業経営論2 2 ○ ○ ○ 中小企業経営論2 2 ○ ○ ○

ベンチャー企業論 2 ○ ○
「中小企業経営論２」を修得した場合「ベンチャー企業論」を履修
することはできない。

ベンチャーファイナンス論1 2 ○ ○ ○ ベンチャーファイナンス論1 2 ○ ○ ○

ベンチャーファイナンス論2 2 ○ ○ ○ ベンチャーファイナンス論2 2 ○ ○ ○

経
営
学

（新設）

12単位

選択必修及び選択
の分野を合わせて
42単位以上（学科

基礎Bの選択必修

（8単位）を含
む）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

演
習

単位数 配当年次

学
科
基
礎
A

学
科
基
礎
B

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

学
科
基
礎
Ｂ

経
営
学

追手門学院大学経営学部規程一部改正＿別表Ⅰ学科科目（案）
（2015～2018年度入学生に適用）

【改定理由】
新カリキュラム読み替えのため

配当年次
備考

12単位

12単位

備考

12単位

2セット8単位以上
（民法（総則）・
民法（物権法）で
1セット、商法
（総則・商行
為）・会社法1で1
セットとする。

（下線部は改正箇所）
新 旧

学
科
基
礎
Ａ

演
習

単位数

(略） (略）

科目名称 分野 授業科目分野



環境経営論1 2 ○ ○ 環境経営論1 2 ○ ○

環境経営論2 2 ○ ○ 環境経営論2 2 ○ ○

リスク・マネジメント論1 2 ○ ○ リスク・マネジメント論1 2 ○ ○

リスク・マネジメント論2 2 ○ ○ リスク・マネジメント論2 2 ○ ○

多国籍企業論1 2 ○ ○ 多国籍企業論1 2 ○ ○

多国籍企業論 2 ○ ○
「多国籍企業論１」を修得した場合「多国籍企業論」を履修するこ
とはできない。

多国籍企業論2 2 ○ ○ 多国籍企業論2 2 ○ ○

BRICs企業論1 2 ○ ○ BRICs企業論1 2 ○ ○

BRICs企業論2 2 ○ ○ BRICs企業論2 2 ○ ○

CSR経営論 2 ○ ○ CSR経営論 2 ○ ○

国際経営論 2 ○ ○ 国際経営論 2 ○ ○

コーポレートファイナンス論 2 ○ ○ コーポレートファイナンス論 2 ○ ○

経営学特殊講義 2 ○ ○ 経営学特殊講義 2 ○ ○

哲学概論1 2 ○ ○ ○ 哲学概論1 2 ○ ○ ○

哲学概論2 2 ○ ○ ○ 哲学概論2 2 ○ ○ ○

入門簿記演習 4 ○ ○ ○ ○ 入門簿記演習 4 ○ ○ ○ ○

初級簿記演習 4 ○ ○ ○ ○ 初級簿記演習 4 ○ ○ ○ ○

商業簿記演習 4 ○ ○ ○ ○
「初級簿記演習」を修得した場合「商業簿記演習」を履修すること
はできない。

財務諸表論1 2 ○ ○ 財務諸表論1 2 ○ ○

財務諸表論 2 ○ ○
「財務諸表論１」を修得した場合「財務諸表論」を履修することは
できない。

財務諸表論2 2 ○ ○ 財務諸表論2 2 ○ ○

管理会計論1 2 ○ ○ 管理会計論1 2 ○ ○

管理会計論 2 ○ ○ ○
「管理会計論１」を修得した場合「管理会計論」を履修することは
できない。

管理会計論2 2 ○ ○ 管理会計論2 2 ○ ○

コスト・マネジメント論 2 ○ ○
「管理会計論２」を修得した場合「コスト・マネジメント論」を履修す
ることはできない。

経営分析論 2 ○ ○ 経営分析論 2 ○ ○

企業価値評価論 2 ○ ○ 企業価値評価論 2 ○ ○

監査論1 2 ○ ○ 監査論1 2 ○ ○

監査論 2 ○ ○ 「監査論１」を修得した場合「監査論」を履修することはできない。

監査論2 2 ○ ○ 監査論2 2 ○ ○

国際会計論 2 ○ ○ 国際会計論 2 ○ ○

環境会計論 2 ○ ○ 環境会計論 2 ○ ○

会計学特殊講義 2 ○ ○ 会計学特殊講義 2 ○ ○

中級簿記1 2 ○ ○ ○ 中級簿記1 2 ○ ○ ○

中級簿記2 2 ○ ○ ○ 中級簿記2 2 ○ ○ ○

中級簿記 2 ○ ○ ○
「中級簿記2」を修得した場合「中級簿記」を履修することはでき
ない。

上級簿記 2 ○ ○ 上級簿記 2 ○ ○

税務会計論 2 ○ ○ 税務会計論 2 ○ ○

民法（債権法総論） 2 ○ ○ ○ 民法（債権法総論） 2 ○ ○ ○

民法（債権法各論） 2 ○ ○ ○ 民法（債権法各論） 2 ○ ○ ○

行政法 2 ○ ○ ○ 行政法 2 ○ ○ ○

会社法2 2 ○ ○ 会社法2 2 ○ ○

会社法 2 ○ ○ 「会社法２」を修得した場合「会社法」を履修することはできない。

国際法務1 2 ○ ○ 国際法務1 2 ○ ○

国際法 2 ○ ○
「国際法務１」を修得した場合「国際法」を履修することはできな
い。

国際法務2 2 ○ ○ 国際法務2 2 ○ ○

税法1 2 ○ ○ 税法1 2 ○ ○

税法総論 2 ○ ○ 「税法１」を修得した場合「税法総論」を履修することはできない。

税法2 2 ○ ○ 税法2 2 ○ ○

税法各論 2 ○ ○ 「税法２」を修得した場合「税法各論」を履修することはできない。

労働法 2 ○ ○ ○ 労働法 2 ○ ○ ○

労働関連法 2 ○ ○
「労働法」を修得した場合「労働関連法」を履修することはできな
い。

比較会社法 2 ○ ○ 比較会社法 2 ○ ○

国際関係論1 2 ○ ○ ○ 国際関係論1 2 ○ ○ ○

国際関係論2 2 ○ ○ ○ 国際関係論2 2 ○ ○ ○

会計法1 2 ○ ○ 会計法1 2 ○ ○

会計法2 2 ○ ○ 会計法2 2 ○ ○

ビジネス法学特殊講義 2 ○ ○ ビジネス法学特殊講義 2 ○ ○

法律学概論1 2 ○ ○ ○ 法律学概論1 2 ○ ○ ○

法律学概論2 2 ○ ○ ○ 法律学概論2 2 ○ ○ ○

（新設）

会
計
学

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

法
学

（新設）

会
計
学

法
学



経営外国文献講読1 2 ○ ○ ○ 経営外国文献講読1 2 ○ ○ ○

経営外国文献講読2 2 ○ ○ ○ 経営外国文献講読2 2 ○ ○ ○

国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○ 国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○

国際特別演習 4 ○ ○ ○ 国際特別演習 4 ○ ○ ○

国際事情 4 ○ ○ ○ 国際事情 4 ○ ○ ○

国際表現演習 4 ○ ○ ○ 国際表現演習 4 ○ ○ ○

経済原論 4 ○ ○ ○ 経済原論 4 ○ ○ ○

経済政策 4 ○ ○ ○ 経済政策 4 ○ ○ ○

国際経済学 4 ○ ○ ○ 国際経済学 4 ○ ○ ○

財政学 4 ○ ○ ○ 財政学 4 ○ ○ ○

マーケティング論１ 2 ○ ○ ○ 30単位まで卒業に必要な単位として認める マーケティング論1 2 ○ ○ ○

マーケティング論基礎 2 ○ ○ ○
「マーケティング論１」を修得した場合「マーケティング論基礎」を
履修することはできない。

マーケティング論２ 2 ○ ○ ○ マーケティング論2 2 ○ ○ ○

マーケティング論 2 ○ ○ ○
「マーケティング論２」を修得した場合「マーケティング論」を履修
することはできない。

流通システム論１ 2 ○ ○ ○ 流通システム論1 2 ○ ○ ○

流通システム基礎 2 ○ ○ ○
「流通システム論１」を修得した場合「流通システム基礎」を履修
することはできない。

流通システム論２ 2 ○ ○ ○ 流通システム論2 2 ○ ○ ○

流通システム 2 ○ ○ ○
「流通システム論２」を修得した場合「流通システム」を履修する
ことはできない。

ビジネスコミュニケーション１ 2 ○ ○ ○ ビジネスコミュニケーション1 2 ○ ○ ○

ビジネスコミュニケーション２ 2 ○ ○ ○ ビジネスコミュニケーション2 2 ○ ○ ○

異文化間コミュニケーション１ 2 ○ ○ ○ 異文化間コミュニケーション1 2 ○ ○ ○

異文化間コミュニケーション２ 2 ○ ○ ○ 異文化間コミュニケーション2 2 ○ ○ ○

インターネット・マーケティング１ 2 ○ ○ インターネット・マーケティング1 2 ○ ○

インターネットマーケティング基礎 2 ○ ○
「インターネット・マーケティング１」を修得した場合「インターネット
マーケティング基礎」を履修することはできない。

インターネット・マーケティング２ 2 ○ ○ インターネット・マーケティング2 2 ○ ○

インターネットマーケティング 2 ○ ○
「インターネット・マーケティング２」を修得した場合「インターネット
マーケティング」を履修することはできない。

エコマーケティング論 2 ○ ○ エコマーケティング論 2 ○ ○

サービスマーケティング論 2 ○ ○ サービスマーケティング論 2 ○ ○

医療マーケティング論 2 ○ ○ 医療マーケティング論 2 ○ ○

消費者行動論１ 2 ○ ○ 消費者行動論1 2 ○ ○

消費者行動論２ 2 ○ ○ 消費者行動論2 2 ○ ○

市場調査法 2 ○ ○ 市場調査法 2 ○ ○

マーケティング特殊講義１ 2 ○ ○ マーケティング特殊講義1 2 ○ ○

マーケティング特殊講義２ 2 ○ ○ マーケティング特殊講義２ 2 ○ ○

情報科学概論１ 2 ○ ○ ○ 情報科学概論1 2 ○ ○ ○

情報科学基礎 2 ○ ○ ○
「情報科学概論１」を修得した場合「情報科学基礎」を履修するこ
とはできない。

情報科学概論２ 2 ○ ○ ○ 情報科学概論2 2 ○ ○ ○

情報科学 2 ○ ○ ○
「情報科学概論２」を修得した場合「情報科学」を履修することは
できない。

経営情報論１ 2 ○ ○ ○ 経営情報論1 2 ○ ○ ○

経営情報論 2 ○ ○ ○
「経営情報論１」を修得した場合「経営情報論」を履修することは
できない。

経営情報論２ 2 ○ ○ ○ 経営情報論2 2 ○ ○ ○

経営情報システム 2 ○ ○ ○
「経営情報論２」を修得した場合「経営情報システム」を履修する
ことはできない。

プログラミング演習１ 2 ○ ○ プログラミング演習1 2 ○ ○

プログラミング基礎 2 ○ ○ ○
「プログラミング演習１」を修得した場合「プログラミング基礎」を
履修することはできない。

プログラミング演習２ 2 ○ ○ プログラミング演習2 2 ○ ○

プログラミング演習 2 ○ ○ ○
「プログラミング演習２」を修得した場合「プログラミング演習」を
履修することはできない。

社会情報学１ 2 ○ ○ ○ 社会情報学1 2 ○ ○ ○

社会情報学２ 2 ○ ○ ○ 社会情報学2 2 ○ ○ ○

情報社会論 2 ○ ○ 情報社会論 2 ○ ○

インターネットビジネス論１ 2 ○ ○ インターネットビジネス論1 2 ○ ○

インターネットビジネス 2 ○ ○
「インターネットビジネス論１」を修得した場合「インターネットビジ
ネス」を履修することはできない。

インターネットビジネス論２ 2 ○ ○ インターネットビジネス論2 2 ○ ○

デジタルマネジメント 2 ○ ○
「インターネットビジネス論２」を修得した場合「デジタルマネジメ
ント」を履修することはできない。

経営数学１ 2 ○ ○ ○ 経営数学1 2 ○ ○ ○

情報数学基礎 2 ○ ○ ○
「経営数学１」を修得した場合「情報数学基礎」を履修することは
できない。

経営数学２ 2 ○ ○ ○ 経営数学2 2 ○ ○ ○

情報数学 2 ○ ○ ○
「経営数学２」を修得した場合「情報数学」を履修することはでき
ない。

データベース論 2 ○ ○ データベース論 2 ○ ○

データベース 2 ○ ○ ○
「データベース論」を修得した場合「データベース」を履修すること
はできない。

経営統計 2 ○ ○ ○ 経営統計 2 ○ ○ ○

情報統計学基礎 2 ○ ○ ○
「経営統計」を修得した場合「情報統計学基礎」を履修することは
できない。

経営データ分析 2 ○ ○ ○ 経営データ分析 2 ○ ○ ○

大学が認めた留学
生専用科目

経
済
学

30単位まで卒業に
必要な単位として
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（新設）

（新設）

（新設）
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大学が認めた留学生専用科目



情報統計学 2 ○ ○ ○
「経営データ分析」を修得した場合「情報統計学」を履修すること
はできない。

意思決定論 2 ○ ○ 意思決定論 2 ○ ○

オペレーションズ・リサーチ１ 2 ○ ○ ○ オペレーションズ・リサーチ1 2 ○ ○ ○

オペレーションズ・リサーチ基礎 2 ○ ○
「オペレーションズ・リサーチ１」を修得した場合「オペレーション
ズ・リサーチ基礎」を履修することはできない。

オペレーションズ・リサーチ２ 2 ○ ○ ○ オペレーションズ・リサーチ2 2 ○ ○ ○

オペレーションズ・リサーチ 2 ○ ○
「オペレーションズ・リサーチ２」を修得した場合「オペレーション
ズ・リサーチ」を履修することはできない。

通信ネットワーク 2 ○ ○ 通信ネットワーク 2 ○ ○

コンピュータネットワーク 2 ○ ○ ○
「通信ネットワーク」を修得した場合「コンピュータネットワーク」を
履修することはできない。

情報マーケティング特殊講義 2 ○ ○ 情報マーケティング特殊講義 2 ○ ○

マルチメディア 2 ○ ○ マルチメディア 2 ○ ○

情報と職業 2 〇 ○ ○ 情報と職業 2 ○ ○

ビジネス心理基礎１ 2 ○ ○ ○ ビジネス心理基礎1 2 ○ ○ ○

ビジネス心理基礎２ 2 ○ ○ ○ ビジネス心理基礎2 2 ○ ○ ○

ビジネスの社会心理学 2 ○ ○ ○
「ビジネス心理基礎２」を修得した場合「ビジネスの社会心理学」
を履修することはできない。

ビジネス心理統計解析１ 2 ○ ○ ○ ビジネス心理統計解析1 2 ○ ○ ○

心理データ解析基礎 2 ○ ○ ○
「ビジネス心理統計解析１」を修得した場合「心理データ解析基
礎」を履修することはできない。

ビジネス心理統計解析２ 2 ○ ○ ○ ビジネス心理統計解析2 2 ○ ○ ○

心理データ解析 2 ○ ○ ○
「ビジネス心理統計解析２」を修得した場合「心理データ解析」を
履修することはできない。

ブランディングの心理学 2 ○ ○ ○ ブランディングの心理学 2 ○ ○ ○

コミュニケーションの科学 2 ○ ○ ○ コミュニケーションの科学 2 ○ ○ ○

コミュニケーションの心理学 2 ○ ○ ○
「コミュニケーションの科学」を修得した場合「コミュニケーション
の心理学」を履修することはできない。

リスクコミュニケーション論 2 ○ ○ リスクコミュニケーション論 2 ○ ○

経営における心理学１ 2 ○ ○ ○ 経営における心理学1 2 ○ ○ ○

経営における心理学 2 ○ ○ ○
「経営における心理学１」を修得した場合「経営における心理学」
を履修することはできない。

経営における心理学２ 2 ○ ○ ○ 経営における心理学2 2 ○ ○ ○

リーダーシップ論 2 ○ ○ リーダーシップ論 2 ○ ○

コミュニティ心理学 2 ○ ○ コミュニティ心理学 2 ○ ○

広告心理学 2 ○ ○ 広告心理学 2 ○ ○

画像心理学 2 ○ ○ 画像心理学 2 ○ ○

メディア心理論 2 ○ ○ メディア心理論 2 ○ ○

ビジネス心理実習１ 4 ○ ○ ビジネス心理実習1 4 ○ ○

ビジネス心理実習２ 4 ○ ○ ビジネス心理実習2 4 ○ ○

ビジネス心理特殊講義 2 ○ ○ ビジネス心理特殊講義 2 ○ ○

アメリカ経済論 2 ○ ○ ○ アメリカ経済論 2 ○ ○ ○

ヨーロッパ経済論 2 ○ ○ ○ ヨーロッパ経済論 2 ○ ○ ○

アジア経済論 2 ○ ○ ○ アジア経済論 2 ○ ○ ○

オーストラリア経済論１ 2 ○ ○ ○ オーストラリア経済論1 2 ○ ○ ○

オーストラリア経済論２ 2 ○ ○ ○ オーストラリア経済論2 2 ○ ○ ○

日本経済論１ 2 ○ ○ ○ 日本経済論1 2 ○ ○ ○

日本経済論２ 2 ○ ○ ○ 日本経済論2 2 ○ ○ ○

※1 現代企業論1（もしくは現代企業論）・現代企業論2で1セット、経営管理論1（もしくは経営管理論）・経営管理論2で1セット、原価計算論1（もしくは工業
      簿記）・原価計算論2（もしくは原価計算論）で1セット、会計学原理1（もしくは初級会計学原理）・会計学原理2（もしくは中級会計学原理）で1セット、民
      法(総則）・民法（物件法）で1セット、商法（総則・商行為）(もしくは商法）・会社法1（もしくは会社法基礎）で1セットとする。
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（新設）※2 選択必修及び選択の分野を合わせて42単位以上（学科基礎Bの選択必修（8単位）を含む）

（新設）
（略）



(2) マーケティング学科 (2) マーケティング学科

必修
選択
必修
選択 1 2 3 4 必修

選択
必修
選択 1 2 3 4

経営学入門 2 ○ ○ ○ ○ 経営学入門 2 ○ ○ ○ ○

会計学入門 2 ○ ○ ○ ○ 会計学入門 2 ○ ○ ○ ○

ビジネス法学入門 2 ○ ○ ○ ○ ビジネス法学入門 2 ○ ○ ○ ○

マーケティング入門 2 ○ ○ ○ ○ マーケティング入門 2 ○ ○ ○ ○

経営情報入門 2 ○ ○ ○ ○ 経営情報入門 2 ○ ○ ○ ○

ビジネス心理入門 2 ○ ○ ○ ○ ビジネス心理入門 2 ○ ○ ○ ○

マーケティング論１ 2 ○ ○ ○
2セット8単位以上
※3

マーケティング論1 2 ○ ○ ○

マーケティング論基礎 2 ○ ○ ○
「マーケティング論１」を修得した場合「マーケティング論基礎」を
履修することはできない。

マーケティング論２ 2 ○ ○ ○ マーケティング論2 2 ○ ○ ○

マーケティング論 2 ○ ○ ○
「マーケティング論２」を修得した場合「マーケティング論」を履修
することはできない。

流通システム論１ 2 ○ ○ ○ 流通システム論1 2 ○ ○ ○

流通システム基礎 2 ○ ○ ○
「流通システム論１」を修得した場合「流通システム基礎」を履修
することはできない。

流通システム論２ 2 ○ ○ ○ 流通システム論2 2 ○ ○ ○

流通システム 2 ○ ○ ○
「流通システム論２」を修得した場合「流通システム」を履修する
ことはできない。

情報科学概論１ 2 ○ ○ ○ 情報科学概論1 2 ○ ○ ○

情報科学基礎 2 ○ ○ ○
「情報科学概論１」を修得した場合「情報科学基礎」を履修するこ
とはできない。

情報科学概論２ 2 ○ ○ ○ 情報科学概論2 2 ○ ○ ○

情報科学 2 ○ ○ ○
「情報科学概論２」を修得した場合「情報科学」を履修することは
できない。

経営情報論１ 2 ○ ○ ○ 経営情報論1 2 ○ ○ ○

経営情報論 2 ○ ○ ○
「経営情報論１」を修得した場合「経営情報論」を履修することは
できない。

経営情報論２ 2 ○ ○ ○ 経営情報論2 2 ○ ○ ○

経営情報システム 2 ○ ○ ○
「経営情報論２」を修得した場合「経営情報システム」を履修する
ことはできない。

ビジネス心理基礎１ 2 ○ ○ ○ ビジネス心理基礎1 2 ○ ○ ○

ビジネス心理基礎２ 2 ○ ○ ○ ビジネス心理基礎2 2 ○ ○ ○

ビジネスの社会心理学 2 ○ ○ ○
「ビジネス心理基礎２」を修得した場合「ビジネスの社会心理学」
を履修することはできない。

ビジネス心理統計解析１ 2 ○ ○ ○ ビジネス心理統計解析1 2 ○ ○ ○

心理データ解析基礎 2 ○ ○ ○
「ビジネス心理統計解析１」を修得した場合「心理データ解析基
礎」を履修することはできない。

ビジネス心理統計解析２ 2 ○ ○ ○ ビジネス心理統計解析2 2 ○ ○ ○

心理データ解析 2 ○ ○ ○
「ビジネス心理統計解析２」を修得した場合「心理データ解析」を
履修することはできない。

基礎演習1 2 ○ ○ ○ 基礎演習1 2 ○ ○ ○

基礎演習2 2 ○ ○ ○ 基礎演習2 2 ○ ○ ○

発展演習1 2 ○ ○ 発展演習1 2 ○ ○

発展演習2 2 ○ ○ 発展演習2 2 ○ ○

卒業演習1 2 ○ 卒業演習1 2 ○

卒業演習2 2 ○ 卒業演習2 2 ○

ビジネスコミュニケーション1 2 ○ ○ ○ ビジネスコミュニケーション1 2 ○ ○ ○

ビジネスコミュニケーション2 2 ○ ○ ○ ビジネスコミュニケーション2 2 ○ ○ ○

異文化間コミュニケーション1 2 ○ ○ ○ 異文化間コミュニケーション1 2 ○ ○ ○

異文化間コミュニケーション2 2 ○ ○ ○ 異文化間コミュニケーション2 2 ○ ○ ○

インターネット・マーケティング1 2 ○ ○ インターネット・マーケティング1 2 ○ ○

インターネットマーケティング基礎 2 ○ ○
「インターネット・マーケティング１」を修得した場合「インターネット
マーケティング基礎」を履修することはできない。

インターネット・マーケティング2 2 ○ ○ インターネット・マーケティング2 2 ○ ○

インターネットマーケティング 2 ○ ○
「インターネット・マーケティング２」を修得した場合「インターネット
マーケティング」を履修することはできない。

エコマーケティング論 2 ○ ○ エコマーケティング論 2 ○ ○

サービスマーケティング論 2 ○ ○ サービスマーケティング論 2 ○ ○

医療マーケティング論 2 ○ ○ 医療マーケティング論 2 ○ ○

消費者行動論１ 2 ○ ○ 消費者行動論1 2 ○ ○

消費者行動論２ 2 ○ ○ 消費者行動論2 2 ○ ○

市場調査法 2 ○ ○ 市場調査法 2 ○ ○

マーケティング特殊講義1 2 ○ ○ マーケティング特殊講義1 2 ○ ○

マーケティング特殊講義2 2 ○ ○ マーケティング特殊講義2 2 ○ ○

人文地理学概説1 2 ○ ○ ○ 人文地理学概説1 2 ○ ○ ○

人文地理学概説2 2 ○ ○ ○ 人文地理学概説2 2 ○ ○ ○

自然地理学概説1 2 ○ ○ ○ 自然地理学概説1 2 ○ ○ ○

自然地理学概説2 2 ○ ○ ○ 自然地理学概説2 2 ○ ○ ○

地誌学1 2 ○ ○ ○ 地誌学1 2 ○ ○ ○

地誌学2 2 ○ ○ ○ 地誌学2 2 ○ ○ ○

プログラミング演習１ 2 ○ ○ プログラミング演習1 2 ○ ○

プログラミング基礎 2 ○ ○ ○
「プログラミング演習１」を修得した場合「プログラミング基礎」を
履修することはできない。

プログラミング演習２ 2 ○ ○ プログラミング演習2 2 ○ ○

プログラミング演習 2 ○ ○ ○
「プログラミング演習２」を修得した場合「プログラミング演習」を
履修することはできない。

社会情報学１ 2 ○ ○ ○ 社会情報学1 2 ○ ○ ○

(削る）
※4

（新設）

（新設）

（新設）

分野 科目名称
単位数 配当年次

備考

（新設）

（新設）

（新設）

演
習

12単位

選択必修及び選択
の分野を合わせて
42単位以上（学科

基礎Bの選択必修

（8単位）を含
む）

（新設）

（新設）

2セット8単位以上

マ
ー

ケ
テ
ィ

ン
グ

（新設）

（新設）

学
科
基
礎
Ａ

12単位

学
科
基
礎
Ｂ

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

学
科
基
礎
Ａ

12単位

学
科
基
礎
Ｂ

演
習

12単位

マ
ー

ケ
テ
ィ

ン
グ

分野 科目名称
単位数 配当年次

備考



社会情報学２ 2 ○ ○ ○ 社会情報学2 2 ○ ○ ○

情報社会論 2 ○ ○ 情報社会論 2 ○ ○

インターネットビジネス論１ 2 ○ ○ インターネットビジネス論1 2 ○ ○

インターネットビジネス 2 ○ ○
「インターネットビジネス論１」を修得した場合「インターネットビジ
ネス」を履修することはできない。

インターネットビジネス論２ 2 ○ ○ インターネットビジネス論2 2 ○ ○

デジタルマネジメント 2 ○ ○
「インターネットビジネス論２」を修得した場合「デジタルマネジメ
ント」を履修することはできない。

経営数学１ 2 ○ ○ ○ 経営数学1 2 ○ ○ ○

情報数学基礎 2 ○ ○ ○
「経営数学１」を修得した場合「情報数学基礎」を履修することは
できない。

経営数学２ 2 ○ ○ ○ 経営数学2 2 ○ ○ ○

情報数学 2 ○ ○ ○
「経営数学２」を修得した場合「情報数学」を履修することはでき
ない。

データベース論 2 ○ ○ データベース論 2 ○ ○

データベース 2 ○ ○ ○
「データベース論」を修得した場合「データベース」を履修すること
はできない。

経営統計 2 ○ ○ ○ 経営統計 2 ○ ○ ○

情報統計学基礎 2 ○ ○ ○
「経営統計」を修得した場合「情報統計学基礎」を履修することは
できない。

経営データ分析 2 ○ ○ ○ 経営データ分析 2 ○ ○ ○

情報統計学 2 ○ ○ ○
「経営データ分析」を修得した場合「情報統計学」を履修すること
はできない。

意思決定論 2 ○ ○ 意思決定論 2 ○ ○

オペレーションズ・リサーチ1 2 ○ ○ ○ オペレーションズ・リサーチ1 2 ○ ○ ○

オペレーションズ・リサーチ基礎 2 ○ ○
「オペレーションズ・リサーチ１」を修得した場合「オペレーション
ズ・リサーチ基礎」を履修することはできない。

オペレーションズ・リサーチ2 2 ○ ○ ○ オペレーションズ・リサーチ2 2 ○ ○ ○

オペレーションズ・リサーチ 2 ○ ○
「オペレーションズ・リサーチ２」を修得した場合「オペレーション
ズ・リサーチ」を履修することはできない。

通信ネットワーク 2 ○ ○ 通信ネットワーク 2 ○ ○

コンピュータネットワーク 2 ○ ○ ○
「通信ネットワーク」を修得した場合「コンピュータネットワーク」を
履修することはできない。

情報マーケティング特殊講義 2 ○ ○ 情報マーケティング特殊講義 2 ○ ○

マルチメディア 2 ○ ○ マルチメディア 2 ○ ○

情報と職業 2 〇 ○ ○ 情報と職業 2 ○ ○

ブランディングの心理学 2 ○ ○ ○ ブランディングの心理学 2 ○ ○ ○

コミュニケーションの科学 2 ○ ○ ○ コミュニケーションの科学 2 ○ ○ ○

コミュニケーションの心理学 2 ○ ○ ○
「コミュニケーションの科学」を修得した場合「コミュニケーション
の心理学」を履修することはできない。

リスクコミュニケーション論 2 ○ ○ リスクコミュニケーション論 2 ○ ○

経営における心理学１ 2 ○ ○ ○ 経営における心理学1 2 ○ ○ ○

経営における心理学 2 ○ ○ ○
「経営における心理学１」を修得した場合「経営における心理学」
を履修することはできない。

経営における心理学２ 2 ○ ○ ○ 経営における心理学2 2 ○ ○ ○

リーダーシップ論 2 ○ ○ リーダーシップ論 2 ○ ○

コミュニティ心理学 2 ○ ○ コミュニティ心理学 2 ○ ○

広告心理学 2 ○ ○ 広告心理学 2 ○ ○

画像心理学 2 ○ ○ 画像心理学 2 ○ ○

メディア心理論 2 ○ ○ メディア心理論 2 ○ ○

ビジネス心理実習１ 4 ○ ○ ビジネス心理実習1 4 ○ ○

ビジネス心理実習２ 4 ○ ○ ビジネス心理実習2 4 ○ ○

ビジネス心理特殊講義 2 ○ ○ ビジネス心理特殊講義 2 ○ ○

哲学概論1 2 ○ ○ ○ 哲学概論1 2 ○ ○ ○

哲学概論2 2 ○ ○ ○ 哲学概論2 2 ○ ○ ○

経営外国文献講読1 2 ○ ○ ○ 経営外国文献講読1 2 ○ ○ ○

経営外国文献講読2 2 ○ ○ ○ 経営外国文献講読2 2 ○ ○ ○

国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○ 国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○

国際特別演習 4 ○ ○ ○ 国際特別演習 4 ○ ○ ○

国際事情 4 ○ ○ ○ 国際事情 4 ○ ○ ○

国際表現演習 4 ○ ○ ○ 国際表現演習 4 ○ ○ ○

アメリカ経済論 2 ○ ○ ○ アメリカ経済論 2 ○ ○ ○

ヨーロッパ経済論 2 ○ ○ ○ ヨーロッパ経済論 2 ○ ○ ○

アジア経済論 2 ○ ○ ○ アジア経済論 2 ○ ○ ○

オーストラリア経済論1 2 ○ ○ ○ オーストラリア経済論1 2 ○ ○ ○

オーストラリア経済論2 2 ○ ○ ○ オーストラリア経済論2 2 ○ ○ ○

日本経済論1 2 ○ ○ ○ 日本経済論1 2 ○ ○ ○

日本経済論2 2 ○ ○ ○ 日本経済論2 2 ○ ○ ○

資格・キャ
リア関連

職業指導論 2 ○ ○ ○
資格・キャ
リア関連

職業指導論 2 ○ ○ ○

現代企業論1 2 ○ ○ ○ 30単位まで卒業に必要な単位として認める 現代企業論1 2 ○ ○ ○

現代企業論 2 ○ ○
「現代企業論１」を修得した場合「現代企業論」を履修することは
できない。

現代企業論2 2 ○ ○ ○ 現代企業論2 2 ○ ○ ○

経営管理論1 2 ○ ○ ○ 経営管理論1 2 ○ ○ ○

ビ
ジ
ネ
ス
心
理

（新設）

（新設）

30単位まで卒業
に必要な単位とし
て認める

地
域
経
済
論

（新設）

経
営
外
国
語

大学が認めた留学
生専用科目

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）
経
営
情
報

経
営
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
心
理

経
営
外
国
語

大学が認めた留学生専用科目

地
域
経
済
論



経営管理論 2 ○ ○ ○
「経営管理論１」を修得した場合「経営管理論」を履修することは
できない。

経営管理論2 2 ○ ○ ○ 経営管理論2 2 ○ ○ ○

経営史1 2 ○ ○ ○ 経営史1 2 ○ ○ ○

経営史 2 ○ ○ 「経営史１」を修得した場合「経営史」を履修することはできない。

経営史2 2 ○ ○ ○ 経営史2 2 ○ ○ ○

ビッグビジネス論 2 ○ ○
「経営史２」を修得した場合「ビッグビジネス論」を履修することは
できない。

経営倫理 2 ○ ○ ○ 経営倫理 2 ○ ○ ○

経営組織論 2 ○ ○ ○ 経営組織論 2 ○ ○ ○

生産管理論1 2 ○ ○ 生産管理論1 2 ○ ○

生産管理論 2 ○ ○ ○
「生産管理論１」を修得した場合「生産管理論」を履修することは
できない。

生産管理論2 2 ○ ○ 生産管理論2 2 ○ ○

オペレーションズマネジメント 2 ○ ○ ○
「生産管理論２」を修得した場合「オペレーションズマネジメント」
を履修することはできない。

経営戦略論1 2 ○ ○ 経営戦略論1 2 ○ ○

経営戦略論 2 ○ ○ ○
「経営戦略論１」を修得した場合「経営戦略論」を履修することは
できない。

経営戦略論2 2 ○ ○ 経営戦略論2 2 ○ ○

人的資源管理論1 2 ○ ○ 人的資源管理論1 2 ○ ○

人的資源管理論 2 ○ ○ ○
「人的資源管理論１」を修得した場合「人的資源管理論」を履修
することはできない。

人的資源管理論2 2 ○ ○ 人的資源管理論2 2 ○ ○

人事労務管理論 2 ○ ○ ○
「人的資源管理論２」を修得した場合「人的労務管理論」を履修
することはできない。

財務管理論1 2 ○ ○ 財務管理論1 2 ○ ○

財務管理論 2 ○ ○ ○
「財務管理論１」を修得した場合「財務管理論」を履修することは
できない。

財務管理論2 2 ○ ○ 財務管理論2 2 ○ ○

ファイナンス論 2 ○ ○ ○
「財務管理論２」を修得した場合「ファイナンス論」を履修すること
はできない。

ベンチャー経営論 2 ○ ○ ○ ベンチャー経営論 2 ○ ○ ○

中小企業経営論1 2 ○ ○ ○ 中小企業経営論1 2 ○ ○ ○

中小企業論 2 ○ ○
「中小企業経営論１」を修得した場合「中小企業論」を履修するこ
とはできない。

中小企業経営論2 2 ○ ○ ○ 中小企業経営論2 2 ○ ○ ○

ベンチャー企業論 2 ○ ○
「中小企業経営論２」を修得した場合「ベンチャー企業論」を履修
することはできない。

ベンチャーファイナンス論1 2 ○ ○ ○ ベンチャーファイナンス論1 2 ○ ○ ○

ベンチャーファイナンス論2 2 ○ ○ ○ ベンチャーファイナンス論2 2 ○ ○ ○

環境経営論1 2 ○ ○ 環境経営論1 2 ○ ○

環境経営論2 2 ○ ○ 環境経営論2 2 ○ ○

リスク・マネジメント論1 2 ○ ○ リスク・マネジメント論1 2 ○ ○

リスク・マネジメント論2 2 ○ ○ リスク・マネジメント論2 2 ○ ○

多国籍企業論1 2 ○ ○ 多国籍企業論1 2 ○ ○

多国籍企業論 2 ○ ○
「多国籍企業論１」を修得した場合「多国籍企業論」を履修するこ
とはできない。

多国籍企業論2 2 ○ ○ 多国籍企業論2 2 ○ ○

BRICs企業論1 2 ○ ○ BRICs企業論1 2 ○ ○

BRICs企業論2 2 ○ ○ BRICs企業論2 2 ○ ○

CSR経営論 2 ○ ○ CSR経営論 2 ○ ○

国際経営論 2 ○ ○ 国際経営論 2 ○ ○

コーポレートファイナンス論 2 ○ ○ コーポレートファイナンス論 2 ○ ○

経営学特殊講義 2 ○ ○ 経営学特殊講義 2 ○ ○

原価計算論1 2 ○ ○ ○ 原価計算論1 2 ○ ○ ○

工業簿記 2 ○ ○ ○
「原価計算論１」を修得した場合「工業簿記」を履修することはで
きない。

原価計算論2 2 ○ ○ ○ 原価計算論2 2 ○ ○ ○

原価計算論 2 ○ ○ ○
「原価計算論２」を修得した場合「原価計算論」を履修することは
できない。

会計学原理1 2 ○ ○ ○ 会計学原理1 2 ○ ○ ○

初級会計学原理 2 ○ ○ ○ ○
「会計学原理１」を修得した場合「初級会計学原理」を履修するこ
とはできない。

会計学原理2 2 ○ ○ ○ 会計学原理2 2 ○ ○ ○

中級会計学原理 2 ○ ○ ○
「会計学原理２」を修得した場合「中級会計学原理」を履修するこ
とはできない。

入門簿記演習 4 ○ ○ ○ ○ 入門簿記演習 4 ○ ○ ○ ○

初級簿記演習 4 ○ ○ ○ ○ 初級簿記演習 4 ○ ○ ○ ○

商業簿記演習 4 ○ ○ ○ ○
「初級簿記演習」を修得した場合「商業簿記演習」を履修すること
はできない。

財務諸表論1 2 ○ ○ 財務諸表論1 2 ○ ○

財務諸表論 2 ○ ○
「財務諸表論１」を修得した場合「財務諸表論」を履修することは
できない。

財務諸表論2 2 ○ ○ 財務諸表論2 2 ○ ○

管理会計論1 2 ○ ○ 管理会計論1 2 ○ ○

管理会計論 2 ○ ○ ○
「管理会計論１」を修得した場合「管理会計論」を履修することは
できない。

管理会計論2 2 ○ ○ 管理会計論2 2 ○ ○

コスト・マネジメント論 2 ○ ○
「管理会計論２」を修得した場合「コスト・マネジメント論」を履修す
ることはできない。

経営分析論 2 ○ ○ 経営分析論 2 ○ ○

企業価値評価論 2 ○ ○ 企業価値評価論 2 ○ ○

監査論1 2 ○ ○ 監査論1 2 ○ ○

監査論 2 ○ ○ 「監査論１」を修得した場合「監査論」を履修することはできない。

（新設）

（新設）

（新設）

会
計
学

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

経
営
学

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

会
計
学

経
営
学



監査論2 2 ○ ○ 監査論2 2 ○ ○

国際会計論 2 ○ ○ 国際会計論 2 ○ ○

環境会計論 2 ○ ○ 環境会計論 2 ○ ○

会計学特殊講義 2 ○ ○ 会計学特殊講義 2 ○ ○

中級簿記1 2 ○ ○ ○ 中級簿記1 2 ○ ○ ○

中級簿記2 2 ○ ○ ○ 中級簿記2 2 ○ ○ ○

中級簿記 2 ○ ○ ○
「中級簿記2」を修得した場合「中級簿記」を履修することはでき
ない。

上級簿記 2 ○ ○ 上級簿記 2 ○ ○

税務会計論 2 ○ ○ 税務会計論 2 ○ ○

民法（総則） 2 ○ ○ ○ 民法（総則） 2 ○ ○ ○

民法（物権法） 2 ○ ○ ○ 民法（物権法） 2 ○ ○ ○

商法（総則・商行為） 2 ○ ○ ○ 商法（総則・商行為） 2 ○ ○ ○

商法 2 ○ ○ ○
「商法（総則・商行為）」を修得した場合「商法」を履修することは
できない。

会社法1 2 ○ ○ ○ 会社法1 2 ○ ○ ○

会社法基礎 2 ○ ○ ○
「会社法１」を修得した場合「会社法基礎」を履修することはでき
ない。

民法（債権法総論） 2 ○ ○ ○ 民法（債権法総論） 2 ○ ○ ○

民法（債権法各論） 2 ○ ○ ○ 民法（債権法各論） 2 ○ ○ ○

行政法 2 ○ ○ ○ 行政法 2 ○ ○ ○

会社法2 2 ○ ○ 会社法2 2 ○ ○

会社法 2 ○ ○ 「会社法２」を修得した場合「会社法」を履修することはできない。

国際法務1 2 ○ ○ 国際法務1 2 ○ ○

国際法 2 ○ ○
「国際法務１」を修得した場合「国際法」を履修することはできな
い。

国際法務2 2 ○ ○ 国際法務2 2 ○ ○

税法1 2 ○ ○ 税法1 2 ○ ○

税法総論 2 ○ ○ 「税法１」を修得した場合「税法総論」を履修することはできない。

税法2 2 ○ ○ 税法2 2 ○ ○

税法各論 2 ○ ○ 「税法２」を修得した場合「税法各論」を履修することはできない。

労働法 2 ○ ○ ○ 労働法 2 ○ ○ ○

労働関連法 2 ○ ○
「労働法」を修得した場合「労働関連法」を履修することはできな
い。

比較会社法 2 ○ ○ 比較会社法 2 ○ ○

国際関係論1 2 ○ ○ ○ 国際関係論1 2 ○ ○ ○

国際関係論2 2 ○ ○ ○ 国際関係論2 2 ○ ○ ○

会計法1 2 ○ ○ 会計法1 2 ○ ○

会計法2 2 ○ ○ 会計法2 2 ○ ○

ビジネス法学特殊講義 2 ○ ○ ビジネス法学特殊講義 2 ○ ○

経済原論 4 ○ ○ ○ 経済原論 4 ○ ○ ○

経済政策 4 ○ ○ ○ 経済政策 4 ○ ○ ○

国際経済学 4 ○ ○ ○ 国際経済学 4 ○ ○ ○

財政学 4 ○ ○ ○ 財政学 4 ○ ○ ○

※3  マーケティング論1（もしくはマーケティング論基礎）・マーケティング論2（もしくはマーケティング論）で1セット、流通システム論1（もしくは流通システ
       ム基礎）・流通システム2（もしくは流通システム）で1セット、情報科学概論1（もしくは情報科学基礎）・情報科学概論2（もしくは情報科学）で1セット、
       経営情報論1（もしくは経営情報論）・経営情報論2（もしくは経営情報システム）で1セット、ビジネス心理基礎1・ビジネス心理基礎2（もしくはビジネス
       の社会心理学）で1セット、ビジネス心理統計解析1（もしくは心理データ解析基礎）・ビジネス心理統計解析2（もしくは心理データ解析）で1セットとする。

（略）

（新設）

経
済
学

法
学

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）※4 選択必修及び選択の分野を合わせて42単位以上（学科基礎Bの選択必修（8単位）を含む）

（略）

法
学

経
済
学



 

 

 

 

規程等 

「地域創造学部規程」 

 



【改正理由】

地域創造学部の新カリキュラムへの変更にともなう改正

（下線部は改正箇所）

別表Ⅰ 地域創造学科開講科目表 別表Ⅰ 地域創造学科開講科目表

必修
選択
必修

選択 1 2 3 4 必修
選択
必修

選択 1 2 3 4

地域創造実践演習（入門） 2 ○ ○ ○ ○ 地域創造実践演習（入門） 2 ○ ○ ○ ○

地域創造実践演習（入門）１ 2 ○ ○ ○ ○

地域創造実践演習（基礎）１ 2 ○ ○ ○ 地域創造実践演習（基礎）１ 2 ○ ○ ○

地域創造実践演習（基礎）２ 2 ○ ○ ○ 地域創造実践演習（基礎）２ 2 ○ ○ ○

地域創造実践演習（展開）１ 2 ○ ○ 地域創造実践演習（展開）１ 2 ○ ○

地域創造実践演習（展開）２ 2 ○ ○ 地域創造実践演習（展開）２ 2 ○ ○

地域創造実践演習（発展） 2 ○ 地域創造実践演習（発展） 2 ○

地域創造実践演習（総括） 2 ○ 地域創造実践演習（総括） 2 ○

卒業論文 4 ○ ４単位 卒業論文 4 ○ ４単位

地域創造学入門 2 ○ ○ ○ ○ 地域創造学入門 2 ○ ○ ○ ○

地域創造学概論 2 ○ ○ ○ ○ 地域創造学概論 2 ○ ○ ○ ○

男女共同参画社会論 2 ○ ○ ○ 科 男女共同参画社会論 2 ○ ○ ○ 科

少子高齢化社会論 2 ○ ○ ○ 科 少子高齢化社会論 2 ○ ○ ○ 科

経済学基礎論 2 ○ ○ ○ ○ 経済学基礎論 2 ○ ○ ○ ○

経営学基礎論 2 ○ ○ ○ ○ 経営学基礎論 2 ○ ○ ○ ○

マネジメント基礎論 2 ○ ○ ○ ○ マネジメント基礎論 2 ○ ○ ○ ○

会計学基礎論 2 ○ ○ ○ ○ 会計学基礎論 2 ○ ○ ○ ○

地域経済・事業創造論 2 ○ ○ ○ 地域経済・事業創造論 2 ○ ○ ○

観光学入門 2 ○ ○ ○ 観光学入門 2 ○ ○ ○

まちづくり・地域活性化論 2 ○ ○ ○ まちづくり・地域活性化論 2 ○ ○ ○

地域文化・都市文化論 2 ○ ○ ○ 地域文化・都市文化論 2 ○ ○ ○

地誌学１ 2 ○ ○ ○ 科 地誌学１ 2 ○ ○ ○ 科

地誌学２ 2 ○ ○ ○ 科 地誌学２ 2 ○ ○ ○ 科

現代社会論 2 ○ ○ ○ 科 現代社会論 2 ○ ○ ○ 科

グローバル社会論 2 ○ ○ ○ グローバル社会論 2 ○ ○ ○

質的調査法 2 ○ ○ ○ 質的調査法 2 ○ ○ ○

地域調査法 2 ○ ○ ○ ○

地域コミュニティ論 2 ○ ○ ○ ○

地域づくりと障害者 2 ○ ○ ○ ○

地域づくりと環境 2 ○ ○ ○ ○

データ分析の基礎 2 ○ ○ ○

地方行政論 2 ○ ○ ○ 科 地方行政論 2 ○ ○ ○ 科

地方自治論 2 ○ ○ ○ 科

自治体政策論 2 ○ ○ ○ 科 自治体政策論 2 ○ ○ ○ 科

地方公務員論 2 ○ ○ ○ 地方公務員論 2 ○ ○ ○

経済原論 4 ○ ○ ○ 経済原論 4 ○ ○ ○

地域経済基礎論１ 2 ○ ○ ○ 地域経済基礎論１ 2 ○ ○ ○

地域経済基礎論２ 2 ○ ○ ○ 地域経済基礎論２ 2 ○ ○ ○

地域政策論 2 ○ ○ ○ 地域政策論 2 ○ ○ ○

地域社会論 2 ○ ○ ○ 科 地域社会論 2 ○ ○ ○ 科

公益事業論 2 ○ ○ ○ 公益事業論 2 ○ ○ ○

地域開発論 2 ○ ○ ○ 地域開発論 2 ○ ○ ○

地方財政論 2 ○ ○ ○ 地方財政論 2 ○ ○ ○

地場産業論 2 ○ ○ ○ 地場産業論 2 ○ ○ ○

中小企業論 2 ○ ○ ○ 中小企業論 2 ○ ○ ○

事業承継論 2 ○ ○ ○ 事業承継論 2 ○ ○ ○

技能承継論 2 ○ ○ ○ 技能承継論 2 ○ ○ ○

事業創造論 2 ○ ○ ○ 事業創造論 2 ○ ○ ○

ベンチャー経営論 2 ○ ○ ○ ベンチャー経営論 2 ○ ○ ○

社会調査法 2 ○ ○ ○ 社会調査法 2 ○ ○ ○

市場調査法 2 ○ ○ ○ 市場調査法 2 ○ ○ ○

地域経済・事業創造特殊講義1 2 ○ ○ 地域経済・事業創造特殊講義1 2 ○ ○

地域経済・事業創造特殊講義2 2 ○ ○ 地域経済・事業創造特殊講義2 2 ○ ○

地域経済論 2 ○ ○ ○

地域産業論 2 ○ ○ ○

公共政策論 2 ○ ○ ○

住民参加論 2 ○ ○ ○

都市政策論 2 ○ ○ ○

地域経営論 2 ○ ○ ○

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

必
修

学
科
科
目

コ
ー

ス
科
目
群

コ
ー

ス
科
目
群

選
択
必
修

選
択
必
修

学
科
科
目

追手門学院大学地域創造学部規程一部改正（案）
（2018年度以前入学生に適用）

新 旧
（略） （略）

分野 授業科目

単位 配当年次

履修区分 分野
教職
※

要件要件 履修区分授業科目

単位 配当年次
教職
※

１コースを選択し、2
年次以降に必修4単
位を含めて12単位以
上、それ以外のコー
スについては、3年
次以降に各コースの
必修4単位を含めて8
単位以上（合計16単
位以上）を修得

（新設）

（新設）

地域創造入門又は
地域創造学概論、男
女共同参画社会論、
少子高齢化社会論
を含めて16単位以上
選択必修
(注)「地域創造入門」
を修得した場合、「地
域創造学概論」を履
修することはできな
い。「経営学基礎論」
を修得した場合、「マ
ネジメント基礎論」を
履修することはでき
ない。

（新設）

基
礎
科
目
群

地
域
経
済
・
事
業
創
造
コ
ー

ス
科
目
群

１コースを選択し、2
年次以降に必修4単
位を含めて12単位以
上、それ以外のコー
スについては、3年
次以降に各コースの
必修4単位を含めて8
単位以上（合計16単
位以上）を修得
(注)「地方行政論」を
修得した場合、「地
方自治論」を履修す
ることはできない。

必
修

地
域
経
済
・
事
業
創
造
コ
ー

ス
科
目
群

必
修

学
科
科
目

演
習
科
目
群

地
域
創
造
実
践

１４単位
(注)「地域創造実践
演習（入門）」または
「地域創造実践演習
（入門）1」のいずれ
か1科目を修得する
こと。「地域創造実践
演習（入門）」を修得
した場合、「地域創
造実践演習（入門）
1」を履修することは
できない。

必
修

学
科
科
目

演
習
科
目
群

地
域
創
造
実
践

１４単位

卒業論文 卒業論文

（新設）

（新設）

（新設）

（略） （略）

必
修

学
科
科
目

基
礎
科
目
群

地域創造入門又は
地域創造学概論、男
女共同参画社会論、
少子高齢化社会論
を含めて16単位以上
選択必修
(注)「地域創造入門」
を修得した場合、「地
域創造学概論」を履
修することはできな
い。「経営学基礎論」
を修得した場合、「マ
ネジメント基礎論」を
履修することはでき
ない。

必
修

選
択
必
修

選
択
必
修

学
科
科
目

（新設）

（新設）



ソーシャルビジネス論 2 ○ ○ ○

観光産業論 2 ○ ○ ○ 科 観光産業論 2 ○ ○ ○ 科

観光資源論 2 ○ ○ ○ 科 観光資源論 2 ○ ○ ○ 科

観光立国論 2 ○ ○ ○ 観光立国論 2 ○ ○ ○

観光政策論 2 ○ ○ ○ 観光政策論 2 ○ ○ ○

ホスピタリティ論 2 ○ ○ ○ ホスピタリティ論 2 ○ ○ ○

観光マーケティング論 2 ○ ○ ○ 観光マーケティング論 2 ○ ○ ○

観光交流論 2 ○ ○ ○ 観光交流論 2 ○ ○ ○

人文地理学概説１ 2 ○ ○ ○ 科 人文地理学概説１ 2 ○ ○ ○ 科

人文地理学概説２ 2 ○ ○ ○ 科 人文地理学概説２ 2 ○ ○ ○ 科

生活デザイン論 2 ○ ○ ○ 生活デザイン論 2 ○ ○ ○

都市デザイン論 2 ○ ○ ○ 都市デザイン論 2 ○ ○ ○

地域と暮らし 2 ○ ○ ○ 地域と暮らし 2 ○ ○ ○

地域交通・都市交通論 2 ○ ○ ○ 地域交通・都市交通論 2 ○ ○ ○

環境経営論 2 ○ ○ ○ 科 環境経営論 2 ○ ○ ○ 科

コミュニティ論 2 ○ ○ ○ コミュニティ論 2 ○ ○ ○

NPO論 2 ○ ○ ○ NPO論 2 ○ ○ ○

障害者福祉論 2 ○ ○ ○ 障害者福祉論 2 ○ ○ ○

地域福祉論 2 ○ ○ ○ 地域福祉論 2 ○ ○ ○

観光・まちづくり特殊講義１ 2 ○ ○ 観光・まちづくり特殊講義１ 2 ○ ○

観光・まちづくり特殊講義２ 2 ○ ○ 観光・まちづくり特殊講義２ 2 ○ ○

観光交通論 2 ○ ○ ○

サスティナブルツーリズム論 2 ○ ○ ○

観光地理学 2 ○ ○ ○

観光社会学 2 ○ ○ ○

地域観光論 2 ○ ○ ○

地域文化史研究 2 ○ ○ ○ 科 地域文化史研究 2 ○ ○ ○ 科

文化遺産論 2 ○ ○ ○ 科 文化遺産論 2 ○ ○ ○ 科

大阪文化論 2 ○ ○ ○ 大阪文化論 2 ○ ○ ○

大阪学・上町学 2 ○ ○ ○ 大阪学・上町学 2 ○ ○ ○

現代文化論 2 ○ ○ ○ 科 現代文化論 2 ○ ○ ○ 科

伝統文化論 2 ○ ○ ○ 伝統文化論 2 ○ ○ ○

生活文化論 2 ○ ○ ○ 生活文化論 2 ○ ○ ○

宗教文化論 2 ○ ○ ○ 宗教文化論 2 ○ ○ ○

企業文化論 2 ○ ○ ○ 企業文化論 2 ○ ○ ○

食文化論 2 ○ ○ ○ 食文化論 2 ○ ○ ○

情報文化論 2 ○ ○ ○ 情報文化論 2 ○ ○ ○

福祉文化論 2 ○ ○ ○ 福祉文化論 2 ○ ○ ○

景観保全論 2 ○ ○ ○ 景観保全論 2 ○ ○ ○

文化行政論 2 ○ ○ ○ 文化行政論 2 ○ ○ ○

文化プロデュース論 2 ○ ○ ○ 文化プロデュース論 2 ○ ○ ○

地域メディア論 2 ○ ○ ○ 地域メディア論 2 ○ ○ ○

地域イベント論 2 ○ ○ ○ 地域イベント論 2 ○ ○ ○

都市文化・文化創造特殊講義１ 2 ○ ○ 都市文化・文化創造特殊講義１ 2 ○ ○

都市文化・文化創造特殊講義２ 2 ○ ○ 都市文化・文化創造特殊講義２ 2 ○ ○

都市空間計画論 2 ○ ○ ○

農村計画論 2 ○ ○ ○

都市デザイン史 2 ○ ○ ○

住生活論１ 2 ○ ○ ○

住生活論２ 2 ○ ○ ○

都市景観論 2 ○ ○ ○

都市表象論 2 ○ ○ ○

ユニバーサルデザイン論 2 ○ ○ ○

国際地域開発論 2 ○ ○ ○ 国際地域開発論 2 ○ ○ ○

国際経済学 4 ○ ○ ○ 国際経済学 4 ○ ○ ○

中小企業経営論１ 2 ○ ○ ○ 中小企業経営論１ 2 ○ ○ ○

中小企業経営論２ 2 ○ ○ ○ 中小企業経営論２ 2 ○ ○ ○

ニューツーリズム論 2 ○ ○ ○ ニューツーリズム論 2 ○ ○ ○

観光行動論 2 ○ ○ ○ 観光行動論 2 ○ ○ ○

都市・地域安全論 2 ○ ○ ○ 都市・地域安全論 2 ○ ○ ○

災害復興論 2 ○ ○ ○ 災害復興論 2 ○ ○ ○

日本史概説１ 2 ○ ○ ○ 科 日本史概説１ 2 ○ ○ ○ 科

日本史概説２ 2 ○ ○ ○ 科 日本史概説２ 2 ○ ○ ○ 科

茶道論・華道論 2 ○ ○ ○ 茶道論・華道論 2 ○ ○ ○

北摂学 2 ○ ○ ○ 北摂学 2 ○ ○ ○

関西文化論 2 ○ ○ ○ 関西文化論 2 ○ ○ ○

地球環境論 2 ○ ○ ○ 地球環境論 2 ○ ○ ○

政治学概論１ 2 ○ ○ ○ 科 政治学概論１ 2 ○ ○ ○ 科

政治学概論２ 2 ○ ○ ○ 科 政治学概論２ 2 ○ ○ ○ 科

社会学概論１ 2 ○ ○ ○ 科 社会学概論１ 2 ○ ○ ○ 科

必
修

学
科
科
目

コ
ー

ス
科
目
群

選
択
必
修

選
択
必
修

必
修

学
科
科
目

コ
ー

ス
科
目
群

観
光
・
ま
ち
づ
く
り
コ
ー

ス
科
目
群

観
光
・
ま
ち
づ
く
り
コ
ー

ス
科
目
群

選
択
必
修

選
択
必
修

学
科
科

隣
接
・
関
連

講
義
科

都
市
文
化
・
文
化
創
造
コ
ー

ス
科
目
群

都
市
文
化
・
文
化
創
造
コ
ー

ス
科
目
群

必
修

学
科
科
目

コ
ー

ス
科
目
群

選
択
必

学
科
科

隣
接
・
関
連

講
義
科

10単位以上、
選択必修

選
択
必

必
修

学
科
科
目

コ
ー

ス
科
目
群

10単位以上、
選択必修

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）



社会学概論２ 2 ○ ○ ○ 科 社会学概論２ 2 ○ ○ ○ 科

文化人類学 2 ○ ○ 文化人類学 2 ○ ○

フードビジネス論 2 ○ ○ ○

アグリビジネス論 2 ○ ○ ○

食品流通論 2 ○ ○ ○

農業経済学 2 ○ ○ ○

フードマーケティング論 2 ○ ○ ○

食文化概論 2 ○ ○ ○

食育と食生活論 2 ○ ○ ○

6次産業化論 2 ○ ○ ○

外食産業論 2 ○ ○ ○

食品企業論 2 ○ ○ ○

食品安全論 2 ○ ○ ○

商品開発論 2 ○ ○ ○

非営利組織論 2 ○ ○ ○

地域創造学特殊講義１ 2 ○ ○

地域創造学特殊講義２ 2 ○ ○

社会調査文献研究 2 ○ ○ ○ 社会調査文献研究 2 ○ ○ ○

基礎社会統計 2 ○ ○ ○ 基礎社会統計 2 ○ ○ ○

社会統計応用 2 ○ ○ ○ 社会統計応用 2 ○ ○ ○

ベンチャーファイナンス論１ 2 ○ ○ ○ ベンチャーファイナンス論１ 2 ○ ○ ○

ベンチャーファイナンス論２ 2 ○ ○ ○ ベンチャーファイナンス論２ 2 ○ ○ ○

リーダーシップ論 2 ○ ○ ○ リーダーシップ論 2 ○ ○ ○

サブカルチャー論 2 ○ ○ ○ サブカルチャー論 2 ○ ○ ○

都市文化論 2 ○ ○ 都市文化論 2 ○ ○

福祉社会論１ 2 ○ ○ 福祉社会論１ 2 ○ ○

福祉社会論２ 2 ○ ○ 福祉社会論２ 2 ○ ○

日本の伝統芸能と文学１ 2 ○ ○ 日本の伝統芸能と文学１ 2 ○ ○

日本の伝統芸能と文学２ 2 ○ ○ 日本の伝統芸能と文学２ 2 ○ ○

観光英語１ 2 ○ ○ 観光英語１ 2 ○ ○

観光英語２ 2 ○ ○ 観光英語２ 2 ○ ○

発信英語１ 2 ○ ○ 発信英語１ 2 ○ ○

発信英語２ 2 ○ ○ 発信英語２ 2 ○ ○

哲学概論１ 2 ○ ○ ○ 科 哲学概論１ 2 ○ ○ ○ 科

哲学概論２ 2 ○ ○ ○ 科 哲学概論２ 2 ○ ○ ○ 科

倫理学概論１ 2 ○ ○ ○ 科 倫理学概論１ 2 ○ ○ ○ 科

倫理学概論２ 2 ○ ○ ○ 科 倫理学概論２ 2 ○ ○ ○ 科

西洋史概説１ 2 ○ ○ ○ 科 西洋史概説１ 2 ○ ○ ○ 科

西洋史概説２ 2 ○ ○ ○ 科 西洋史概説２ 2 ○ ○ ○ 科

東洋史概説１ 2 ○ ○ ○ 科 東洋史概説１ 2 ○ ○ ○ 科

東洋史概説２ 2 ○ ○ ○ 科 東洋史概説２ 2 ○ ○ ○ 科

自然地理学概説１ 2 ○ ○ ○ 科 自然地理学概説１ 2 ○ ○ ○ 科

自然地理学概説２ 2 ○ ○ ○ 科 自然地理学概説２ 2 ○ ○ ○ 科

法律学概論１ 2 ○ ○ ○ 科 法律学概論１ 2 ○ ○ ○ 科

法律学概論２ 2 ○ ○ ○ 科 法律学概論２ 2 ○ ○ ○ 科

国際事情 4 ○ ○ ○ 国際事情 4 ○ ○ ○

国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○ 国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○

国際表現演習 4 ○ ○ ○ 国際表現演習 4 ○ ○ ○

国際特別演習 4 ○ ○ ○ 国際特別演習 4 ○ ○ ○

日本文化実習 2 ○ ○ ○ 日本文化実習 2 ○ ○ ○

祭り研究 2 ○ ○ 祭り研究 2 ○ ○

商店街研究 2 ○ ○ 商店街研究 2 ○ ○

観光地研究 2 ○ ○ 観光地研究 2 ○ ○

災害復興研究 2 ○ ○ 災害復興研究 2 ○ ○

社会調査実習１ 2 ○ ○ 社会調査実習１ 2 ○ ○

社会調査実習２ 2 ○ ○ 社会調査実習２ 2 ○ ○

※教職課程に関する科目であり、「職」は教職に関する科目、「又」は教職又は教科に関する科目、 ※教職課程に関する科目であり、「職」は教職に関する科目、「又」は教職又は教科に関する科目、

「科」は教科に関する科目である。免許教科ごとの履修方法については、入学年度の教職課程履 「科」は教科に関する科目である。免許教科ごとの履修方法については、入学年度の教職課程履

修指針に従うこと。 修指針に従うこと。

附 則

この規程は、2020年4月1日から施行する。

選
択

学
科
科
目

隣
接
・
関
連
科
目
群

講
義
科
目
群

(注)「観光英語1」を
修得した場合、「発
信英語1」を履修する
ことはできない。「観
光英語2」を修得した
場合、「発信英語2」
を履修することはで
きない。

講
義
科
目
群

科
目

連
科
目
群

科
目
群

必
修

科
目

連
科
目
群

科
目
群

必
修

(注)「観光英語1」を
修得した場合、「発
信英語1」を履修する
ことはできない。「観
光英語2」を修得した
場合、「発信英語2」
を履修することはで
きない。

実
習
系
科
目
群

実
習
系
科
目
群

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

選
択

学
科
科
目

隣
接
・
関
連
科
目
群

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）

（新設）



 

 

 

 

 

 

 

規程等 

「国際教養学部 

 アジア学科」 
 



(1)　アジア学科　開講科目表（2016年度入学生用）

必修
選択
必修

選択 1 2 3 4

アジア論1 2 ○ ○ ○

アジアの中の日本１ 2 ○ ○ ○

アジア論2 2 ○ ○ ○

アジアの中の日本２ 2 ○ ○ ○

基礎演習1 2 ○ ○ ○

Seminar 1 2 ○ ○ ○

基礎演習2 2 ○ ○ ○

Seminar 2 2 ○ ○ ○

応用演習1 2 ○ ○

Seminar 3 2 ○ ○

応用演習2 2 ○ ○

Seminar 4 2 ○ ○

卒業演習1 2 ○

卒業演習2 2 ○

専修中国語初級講読1 2 ○ ○ ○ ○

専修中国語初級講読2 2 ○ ○ ○ ○

専修中国語初級講読3 2 ○ ○ ○ ○

専修中国語初級講読4 2 ○ ○ ○ ○

専修中国語初級会話1 2 ○ ○ ○ ○

専修中国語初級会話2 2 ○ ○ ○ ○

専修中国語中級講読1 2 ○ ○ ○

専修中国語中級講読2 2 ○ ○ ○

専修中国語中級作文1 2 ○ ○ ○

専修中国語中級作文2 2 ○ ○ ○

専修中国語中級会話1 2 ○ ○ ○

専修中国語中級会話2 2 ○ ○ ○

専修総合中国語1 2 ○ ○

専修総合中国語2 2 ○ ○

専修中国語上級会話1 2 ○ ○

専修中国語上級会話2 2 ○ ○

中国語現地演習 4 ○ ○ ○

中国語文化演習 4 ○ ○ ○

専修中国語初級１ 2 ○

専修中国語初級２ 2 ○

専修中国語初級３ 2 ○

世界の言語と文化１（中国語） 2 ○

中国から見た日本 2 ○

英語リーディング1 2 ○ ○ ○ ○

Reading 1 (EAP) 2 ○ ○ ○

英語リーディング2 2 ○ ○ ○ ○

Reading 2 (EAP) 2 ○ ○ ○

英語ライティング1 2 ○ ○ ○ ○

Writing 1  (EAP) 2 ○ ○ ○

英語ライティング2 2 ○ ○ ○ ○

Writing 2  (EAP) 2 ○ ○ ○

英語発音クリニック 2 ○ ○ ○ ○

Speech and Presentation(EAP) 2 ○

英語リーディング3 2 ○ ○ ○

グローバルコミュニケーションESP1(Academic
reading)

2 ○

英語リーディング4 2 ○ ○ ○

グローバルコミュニケーションESP4(Academic
speaking)

2 ○

英語ライティング3 2 ○ ○ ○

グローバルコミュニケーションESP3(Academic
listening)

2 ○

英語ライティング4 2 ○ ○ ○

グローバルコミュニケーションESP2(Academic
writing)

2 ○

英語コミュニケーション1 2 ○ ○ ○

要件

必修

講義

「アジア論１」を修得した場合、「アジアの中の日本１」を履修する
ことはできない。

2019年度から適用

16単位

履修区分 授業科目
単位 配当年次

履修にかんする注意事項 適用

「アジア論２」を修得した場合、「アジアの中の日本２」を履修する
ことはできない。

2019年度から適用

演習

「基礎演習1」を修得した場合、「Seminar1」を履修することはでき
ない。

2019年度から適用

「基礎演習２」を修得した場合、「Seminar２」を履修することはでき
ない。

2019年度から適用

専修中国語群もしくは
専修英語群のいずれ
かを選択し、16単位以
上修得すること。ただ
し、外国人留学生及び
帰国生徒のうち指定さ
れた者については学科
の指定する専修外国
語群から16単位以上
修得しなければならな
い。
専修中国語初級講読1
と専修中国語初級講
読3、または専修中国
語初級講読2と専修中
国語初級講読4は、そ
れぞれ必ずセットとし
て、なおかつ同じクラス
で履修すること。

中国語現地演習と中
国語文化演習は必ず
セットで履修すること。

専修中国語群の要件を満たしていない者は、当該要件を満たす
ように、開講されている科目に加えて「専修中国語初級１」「専修
中国語初級２」「専修中国語初級３」「世界の言語と文化１（中国
語）」「中国から見た日本」から履修すること。

2020年度から適用

「応用演習１」を修得した場合、「Seminar３」を履修することはでき
ない。

2020年度から適用

「応用演習２」を修得した場合、「Seminar４」を履修することはでき
ない。

2020年度から適用

2017年度から適用

「英語リーディング2」を修得した場合、「Reading 2 (EAP)」を履修
することはできない。

2017年度から適用

「英語ライティング1」を修得した場合、「Writing 1  (EAP)」を履修
することはできない。

2017年度から適用

「英語ライティング2」を修得した場合、「Writing 2  (EAP)」を履修
することはできない。

「英語リーディング1」を修得した場合、「Reading 1 (EAP)」を履修
することはできない。

「英語リーディング４」を修得した場合、「グローバルコミュニケー
ションESP４（Academic speaking)」を履修することはできない。

2020年度から適用

「英語ライティング３」を修得した場合、「グローバルコミュニケー
ションESP3（Academic listening)」を履修することはできない。

2020年度から適用

2017年度から適用

「英語発音クリニック」を修得した場合、「Speech and
Presentation(EAP)」を履修することはできない。

2020年度から適用

「英語リーディング３」を修得した場合、「グローバルコミュニケー
ションESP１（Academic reading)」を履修することはできない。

2020年度から適用

「英語ライティング４」を修得した場合、「グローバルコミュニケー
ションESP2（Academic writing)」を履修することはできない。

2020年度から適用

「英語コミュニケーション１」を修得した場合、Critical Thinking
Workshop」を履修することはできない。

2020年度から適用

選
択
必
修
A

専修
中国
語群

専修
英語
群



必修
選択
必修

選択 1 2 3 4
要件履修区分 授業科目

単位 配当年次
履修にかんする注意事項 適用

Critical Thinking Workshop 2 ○

英語コミュニケーション２ 2 ○ ○ ○

自律学習法演習１ 2 ○

英語プレゼンテーション1 2 ○ ○

Discussion and Debate 2 ○

英語プレゼンテーション2 2 ○ ○

Problem Solving Workshop 2 ○

カナダ現地演習 4 ○ ○ ○

カナダ文化演習 4 ○ ○ ○

論文 卒業論文 6 ○

フィールドワーク論 2 ○ ○ ○ ○

東洋史概説1 2 ○ ○ ○

東洋史概説2 2 ○ ○ ○

西洋史概説1 2 ○ ○ ○

西洋史概説2 2 ○ ○ ○

日本史概説1 2 ○ ○ ○

日本史概説2 2 ○ ○ ○

考古学概説1 2 ○ ○ ○

考古学概説2 2 ○ ○ ○

人文地理学概説1 2 ○ ○ ○

人文地理学概説2 2 ○ ○ ○

自然地理学概説1 2 ○ ○ ○

自然地理学概説2 2 ○ ○ ○

地誌学1 2 ○ ○ ○

地誌学2 2 ○ ○ ○

アジア研究入門1 2 ○ ○ ○

アジア研究入門2 2 ○ ○ ○

東南アジアの社会1 2 ○ ○ ○

東南アジアの社会2 2 ○ ○ ○

南・西南アジアの社会1 2 ○ ○ ○

南・西南アジアの社会2 2 ○ ○ ○

インドの思想と宗教1 2 ○ ○ ○

インドの思想と宗教2 2 ○ ○ ○

近現代の中国 2 ○ ○ ○

現代中国の文芸1 2 ○ ○ ○

現代中国の文芸2 2 ○ ○ ○

漢文学 2 ○ ○ ○

漢文学１ 2 ○

漢文学２ 2 ○

日本文学史1 2 ○ ○ ○

日本文学史2 2 ○ ○ ○

日本文学概説1 2 ○ ○ ○

日本文学概説2 2 ○ ○ ○

中国の思想1 2 ○ ○

中国の思想2 2 ○ ○

西南アジアの歴史1 2 ○ ○

西南アジアの歴史2 2 ○ ○

中国の文学1 2 ○ ○

中国の文学2 2 ○ ○

日本の芸能と文学1 2 ○ ○

日本の芸能と文学 2 ○

日本の芸能と文学2 2 ○ ○

比較社会史1 2 ○ ○

比較社会史2 2 ○ ○

現代アジアの諸問題1 2 ○ ○

現代アジアの諸問題2 2 ○ ○

アジア・オーストラリア関係論1 2 ○ ○ ○

学
科
科
目

「英語コミュニケーション２」を修得した場合、「自律学習法演習１」
を履修することはできない。

2020年度から適用

「英語プレゼンテーション１」を修得した場合、「Discussion and
Debate」を履修することはできない。

2020年度から適用

Workshop」を履修することはできない。
2020年度から適用

「英語プレゼンテーション２」を修得した場合、Problem Solving
Workshop」を履修することはできない。

2020年度から適用

カナダ現地演習とカナ
ダ文化演習は必ずセッ
トで履修すること。

選
択
必
修
B

24単位以上

講
義

  「漢文学」を修得した場合、「漢文学１」または「漢文学２」を
   履修することはできない。

2019年度から適用

「日本の芸能と文学１」を修得した場合、「日本の芸能と文学」を
履修することはできない。

2019年度から適用



必修
選択
必修

選択 1 2 3 4
要件履修区分 授業科目

単位 配当年次
履修にかんする注意事項 適用

アジア・オーストラリア関係論2 2 ○ ○ ○

国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○ 2017年度から適用

国際事情 4 ○ ○ ○ 2017年度から適用

アジアフィールドワーク1 4 ○ ○ ○

アジア社会演習1 4 ○ ○ ○

アジアフィールドワーク2 4 ○ ○ ○

アジア社会演習2 4 ○ ○ ○

アジアフィールドワーク3 4 ○ ○ ○

アジア社会演習3 4 ○ ○ ○

アジアフィールドワーク4 4 ○ ○ ○

アジア社会演習4 4 ○ ○ ○

国際特別演習 4 ○ ○ ○

国際表現演習 4 ○ ○ ○

日本語のための古典1 2 ○ ○ ○ ○

日本語のための古典2 2 ○ ○ ○ ○

日本語学1 2 ○ ○ ○ ○

日本語学概説１ 2 ○

日本語学2 2 ○ ○ ○ ○

日本語学概説２ 2 ○

南・西南アジア諸語の世界1 2 ○ ○ ○

南・西南アジア諸語の世界2 2 ○ ○ ○

東南アジア諸語の世界1 2 ○ ○ ○

東南アジア諸語の世界2 2 ○ ○ ○

世界の言語と文化４（アジア諸語） 2 ○

韓国語・朝鮮語の世界 2 ○ ○ ○

世界の言語と文化２（韓国語） 2 ○ 2019年度から適用

国語学1 2 ○ ○ ○

国語学１（音声言語） 2 ○

国語学2 2 ○ ○ ○

国語学２（文章表現） 2 ○

応用日本語1 2 ○ ○ ○

応用日本語2 2 ○ ○ ○

国語学史 2 ○ ○

日本語教育演習1 2 ○ ○

日本語教育演習2 2 ○ ○

アジア英語1 2 ○ ○

アジア英語2 2 ○ ○

日本語教育実習1 1 ○

日本語教育実習2 1 ○

イギリス文化講義 2 ○ ○ ○

アメリカ文化講義 2 ○ ○ ○

イギリス史 2 ○ ○ ○

アメリカ史 2 ○ ○ ○

英文学概論1 2 ○ ○ ○

英文学概論2 2 ○ ○ ○

米文学概論1 2 ○ ○ ○

米文学概論2 2 ○ ○ ○

英語学概論1 2 ○ ○ ○

英語学概論2 2 ○ ○ ○

英語学講義1 2 ○ ○ ○

英語学講義2 2 ○ ○ ○

英語音声学1 2 ○ ○ ○

英語音声学2 2 ○ ○ ○

英語コミュニケーション論1 2 ○ ○ ○

英語コミュニケーション論2 2 ○ ○ ○

情報科学各論1 2 ○ ○ ○

情報科学各論2 2 ○ ○ ○

大学が認めた留学生
専用科目

選
択
必
修
C

講
義

6単位以上
アジアフィールドワーク
とアジア社会演習は、
必ず同一地域のもの
（科目名番号の同じも
の）をセットで履修する
こと。

大学が認めた留学生
専用科目

「国語学１」を修得した場合、「国語学１（音声言語）」を履修するこ
とはできない。

2019年度から適用

「国語学2」を修得した場合、「国語学２（文章表現）」を履修するこ
とはできない。

2019年度から適用

「日本語学１」を修得した場合、「日本語学概説１」を履修すること
はできない。

2019年度から適用

「日本語学２」を修得した場合、「日本語学概説２」を履修すること
はできない。

2019年度から適用

「東南アジアの諸語の世界２」を修得した場合、「世界の諸言語と
文化４（アジア諸語）」を履修することはできない。

2020年度から適用

実
習



必修
選択
必修

選択 1 2 3 4
要件履修区分 授業科目

単位 配当年次
履修にかんする注意事項 適用

言語情報処理概論1 2 ○ ○ ○

言語情報処理概論2 2 ○ ○ ○

コンピュータと英語研究 2 ○ ○ ○

ICTと英語研究 2 ○ ○ ○

コンピュータと英語教育 2 ○ ○ ○

ICTと英語教育 2 ○ ○ ○

異文化間コミュニケーション論1 2 ○ ○ ○

異文化間コミュニケーション論2 2 ○ ○ ○

日欧比較論1 2 ○ ○ ○

日欧比較論2 2 ○ ○ ○

美学美術史1 2 ○ ○ ○

美学美術史2 2 ○ ○ ○

文化人類学 2 ○ ○

経済原論 4 ○ ○ ○

アジア経済論1 2 ○ ○ ○

アジア経済論2 2 ○ ○ ○

アジア経済論 2 ○ ○ ○

オーストラリア経済論 4 ○ ○ ○

オーストラリア経済論1 2 ○ ○ ○

オーストラリア経済論2 2 ○ ○ ○

オーストラリア産業論1 2 ○ ○ ○

オーストラリア産業論2 2 ○ ○ ○

韓国の文化と社会1 2 ○ ○ ○

韓国の文化と社会2 2 ○ ○ ○

現代韓国事情 2 ○ ○ ○

社会学概論1 2 ○ ○ ○

社会学概論2 2 ○ ○ ○

哲学概論1 2 ○ ○ ○

哲学概論2 2 ○ ○ ○

日本経済史1 2 ○ ○

日本経済史2 2 ○ ○

日本経済史 2 ○ ○ ○

外国経済史1 2 ○ ○

外国経済史2 2 ○ ○

外国経済史 2 ○ ○ ○

経済地理1 2 ○ ○

経済地理2 2 ○ ○

中国語科教育研究1 2 ○ ○

中国語科教育研究2 2 ○ ○

国語科教育研究1 2 ○ ○

国語科教育研究2 2 ○ ○

教職ゼミⅠ 2 ○ ○ ○

教職ゼミⅡ 2 ○ ○

書道1 2 ○ ○ ○

書道2 2 ○ ○ ○

 　　「アジア経済論１」及び「アジア経済論2」を修得した場合、
　　「アジア経済論」を履修することはできない。

2017年度から適用

　　「オーストラリア経済論」を修得した場合、
　　「オーストラリア経済論1」ならびに「オーストラリア経済論2」
　　を履修することはできない。

2017年度から適用

選
択

講
義

「コンピュータと英語研究」を修得した場合、「ICTと英語研究」を
履修することはできない。

2017年度から適用

「コンピュータと英語教育」を修得した場合、「ICTと英語教育」を
履修することはできない。

2017年度から適用

自
由

講
義

教職課程に関する規
程第3条第4項第8号に
定める科目

　　「日本経済史１」及び「日本経済史2」を修得した場合、
　　「日本経済史」を履修することはできない。

2017年度から適用

　　「外国経済史１」及び「外国経済史2」を修得した場合、
　　「外国経済史」を履修することはできない。

2017年度から適用



 

 

 

 

 

 

 

規程等 

「国際教養学部    

   教養学科規程」 
 



(2) 国際教養学科 開講科目表（2014～2015年度入学生）

必修 選択必修 選択 1 2 3 4 要件

英語リーディング１ 2 ○ ○ ○ ○

Reading 1 (EAP) 2 ○ ○ ○ ○

英語リーディング２ 2 ○ ○ ○ ○

Reading 2 (EAP) 2 ○ ○ ○ ○

英語ライティング１ 2 ○ ○ ○ ○

Writing 1  (EAP) 2 ○ ○ ○ ○

英語ライティング２ 2 ○ ○ ○ ○

Writing 2  (EAP) 2 ○ ○ ○ ○

英語発音クリニック 2 ○ ○ ○ ○

Speech and Presentation(EAP) 2 ○ ○ ○

英語リーディング３ 2 ○ ○ ○

グローバルコミュニケーションESP1(Academic reading) 2 ○ ○ ○

英語リーディング４ 2 ○ ○ ○

グローバルコミュニケーションESP4(Academic speaking) 2 ○ ○ ○

英語ライティング３ 2 ○ ○ ○

グローバルコミュニケーションESP3(Academic listening) 2 ○ ○ ○

英語ライティング４ 2 ○ ○ ○

グローバルコミュニケーションESP2(Academic writing) 2 ○ ○ ○

英語コミュニケーション１ 2 ○ ○ ○

Critical Thinking Workshop 2 ○ ○ ○

英語コミュニケーション２ 2 ○ ○ ○

自律学習法演習１ 2 ○ ○ ○ ○

Communication (EAP) 4 ○ ○ ○ 2019年度のみ適用

英語プレゼンテーション１ 2 ○ ○

Discussion and Debate 2 ○ ○ ○

英語プレゼンテーション２ 2 ○ ○

Problem Solving Workshop 2 ○ ○ ○

専修中国語初級講読１ 2 ○ ○ ○ ○

専修中国語初級講読２ 2 ○ ○ ○ ○

専修中国語初級講読３ 2 ○ ○ ○ ○

専修中国語初級講読４ 2 ○ ○ ○ ○

専修中国語初級会話１ 2 ○ ○ ○ ○

専修中国語初級会話２ 2 ○ ○ ○ ○

専修中国語中級講読１ 2 ○ ○ ○

専修中国語中級講読２ 2 ○ ○ ○

専修中国語中級作文１ 2 ○ ○ ○

専修中国語中級作文２ 2 ○ ○ ○

専修中国語中級会話１ 2 ○ ○ ○

専修中国語中級会話２ 2 ○ ○ ○

専修総合中国語１ 2 ○ ○

専修総合中国語２ 2 ○ ○

専修中国語上級会話１ 2 ○ ○

専修中国語上級会話２ 2 ○ ○

専修中国語初級１ 2 ○ ○ ○

専修中国語初級２ 2 ○ ○ ○

専修中国語初級３ 2 ○ ○ ○

世界の言語と文化１（中国語） 2 ○ ○ ○

中国から見た日本 2 ○ ○ ○

資格英語１ 2 ○ ○

資格英語２ 2 ○ ○

資格英語３ 2 ○

資格英語４ 2 ○

トラベルイングリッシュ１ 2 ○ ○

トラベルイングリッシュ２ 2 ○ ○

観光ビジネス英語１ 2 ○ ○

観光ビジネス英語２ 2 ○ ○

秘書英語１ 2 ○ ○

８単位以上

「英語プレゼンテーション２」を修得した場合「ProblemSolving
 Workshop」を履修することはできない。

2020年度から適用

選
択

専
修
中
国
語
群

専修中国語初級講読１
と専修中国語初級講読
３、または専修中国語
初級講読２と専修中国
語初級講読４は、それ
ぞれ必ずセットとして、
なおかつ同じクラスで
履修すること。

専修中国語群の要件を満たしていない者は、当該要件を満たす
よう開講されている科目に加えて 「専修中国語初級１」「専修中
国語初級２」「専修中国語初級３」「世界の言語と文化１（中国
語）」「中国から見た日本」から履修すること。

2020年度から適用

「英語コミュニケーション２」を修得した場合、「自律学習法演習１」
を履修することはできない。

2020年度から適用

「英語プレゼンテーション１」を修得した場合、「Discussion and
Debate」を履修することはできない。

2020年度から適用

「英語コミュニケーション１」を修得した場合、「Critical Thinking
Workshop」を履修することはできない。

2020年度から適用

「英語リーディング４」を修得した場合、「グローバルコミュニケー
ションESP４（Academic speaking)」を履修することはできない。

2020年度から適用

「英語ライティング３」を修得した場合、「グローバルコミュニケー
ションESP3（Academic listening)」を履修することはできない。

2020年度から適用

2単位

専
修
英
語

「英語リーディング1」を修得した場合、「Reading 1 (EAP)」を
履修することはできない。

2017年度から適用

26単位

「英語リーディング2」を修得した場合、「Reading 2 (EAP)」を履修
することはできない。

○ ○ ○

「英語発音クリニック」を修得した場合、
「Speech and Presentation(EAP)」を履修することはできない。

2020年度から適用

「英語リーディング３」を修得した場合、「グローバルコミュニケー
ションESP１（Academic reading)」を履修することはできない。

2020年度から適用

2017年度から適用

「英語ライティング1」を修得した場合、「Writing 1  (EAP)」を
履修することはできない。

区分 授業科目
単位数 配当年次

履修にかんする注意事項 適用

必
修

日本語能力
強化科目 日本語ワークショップ 2

選
択
必

実
践
英

2017年度から適用

「英語ライティング2」を修得した場合、「Writing 2  (EAP)」を
履修することはできない。

2017年度から適用

「英語ライティング４」を修得した場合、「グローバルコミュニケー
ションESP2（Academic writing)」を履修することはできない。

2020年度から適用



必修 選択必修 選択 1 2 3 4 要件
区分 授業科目

単位数 配当年次
履修にかんする注意事項 適用

秘書英語２ 2 ○ ○

通訳英語１ 2 ○ ○

通訳英語２ 2 ○ ○

国際事情 4 ○ ○ ○

国際表現演習 4 ○ ○ ○

グローバルキャリアESP1（Travel English） 2 ○ ○ ○

グローバルキャリアESP2（Hospitality English） 2 ○ ○ ○

グローバルキャリアESP3（Business English） 2 ○ ○ ○

グローバルキャリアESP4（World Englishes） 2 ○ ○ ○

特論演習１ 2 ○ ○

Research Project 1 2 ○ ○

特論演習２ 2 ○ ○

Research Project 2 2 ○ ○

卒業演習１ 2 ○

Research Project 3 2 ○

卒業演習２ 2 ○

Research Project 4 2 ○

選択 論文 卒業論文 4 ○

イギリス文化講義 2 ○ ○ ○ １２単位以上

アメリカ文化講義 2 ○ ○ ○

イギリス史 2 ○ ○ ○

アメリカ史 2 ○ ○ ○

英文学概論１ 2 ○ ○ ○

英文学概論２ 2 ○ ○ ○

米文学概論１ 2 ○ ○ ○

米文学概論２ 2 ○ ○ ○

英語学概論１ 2 ○ ○ ○

英語学概論２ 2 ○ ○ ○

英語学講義１ 2 ○ ○ ○

英語学講義２ 2 ○ ○ ○

英語音声学１ 2 ○ ○ ○

英語音声学２ 2 ○ ○ ○

英語コミュニケーション論１ 2 ○ ○ ○

英語コミュニケーション論２ 2 ○ ○ ○

情報科学各論１ 2 ○ ○ ○

情報科学各論２ 2 ○ ○ ○

言語情報処理概論１ 2 ○ ○ ○

言語情報処理概論２ 2 ○ ○ ○

コンピュータと英語研究 2 ○ ○ ○

ICTと英語研究 2 ○ ○ ○

コンピュータと英語教育 2 ○ ○ ○

ICTと英語教育 2 ○ ○ ○

異文化間コミュニケーション論１ 2 ○ ○ ○

異文化間コミュニケーション論２ 2 ○ ○ ○

日欧比較論１ 2 ○ ○ ○

日欧比較論２ 2 ○ ○ ○

カナダ現地演習 4 ○ ○ ○

カナダ文化演習 4 ○ ○ ○

中国語現地演習 4 ○ ○ ○

中国語文化演習 4 ○ ○ ○

アジア論１ 2 ○ ○ ○

アジアの中の日本１ 2 ○ ○ ○

アジア論２ 2 ○ ○ ○

アジアの中の日本２ 2 ○ ○ ○

フィールドワーク論 2 ○ ○ ○ ○

東洋史概説１ 2 ○ ○ ○

東洋史概説２ 2 ○ ○ ○

日本史概説１ 2 ○ ○ ○

日本史概説２ 2 ○ ○ ○

考古学概説１ 2 ○ ○ ○

2017年度から適用

現
地
演
習

現地演習と文化演習
は、同一地域のものを
必ずセットで履修する
こと。

「アジア論１」を修得した場合、「アジアの中の日本１」を履修する
ことはできない。

2019年度から適用

「アジア論2」を修得した場合、「アジアの中の日本2」を履修する
ことはできない。

「卒業演習2」を修得した場合、「Research Project 4」を履修する
ことはできない。

2017年度から適用

講
義

「コンピュータと英語研究」を修得した場合、「ICTと英語研究」を
履修することはできない。

2017年度から適用

「コンピュータと英語教育」を修得した場合、「ICTと英語教育」を
履修することはできない。

2019年度から適用

「特論演習１」を修得した場合、「Research Project 1」を履修する
ことはできない。

2017年度から適用

8単位

「特論演習2」を修得した場合、「Research Project 2」を履修する
ことはできない。

2017年度から適用

「卒業演習１」を修得した場合、「Research Project 3」を履修する
ことはできない。

2017年度から適用

2017年度から適用

大学が認めた留学生
専用科目

 「グローバルキャリアESP１（Travel English）」「グローバルキャリ
アESP２（Hospitality English）」「グローバルキャリアESP３
（Business English）」 「グローバルキャリアESP４（World
English）」から履修すること。

2020年度から適用

学
科
科
目

必
修
Ａ

英
語

必
修

演
習



必修 選択必修 選択 1 2 3 4 要件
区分 授業科目

単位数 配当年次
履修にかんする注意事項 適用

考古学概説２ 2 ○ ○ ○

人文地理学概説１ 2 ○ ○ ○

人文地理学概説２ 2 ○ ○ ○

自然地理学概説１ 2 ○ ○ ○

自然地理学概説２ 2 ○ ○ ○

地誌学１ 2 ○ ○ ○

地誌学２ 2 ○ ○ ○

アジア研究入門１ 2 ○ ○ ○

アジア研究入門２ 2 ○ ○ ○

東南アジアの社会１ 2 ○ ○ ○

東南アジアの社会２ 2 ○ ○ ○

南・西南アジアの社会１ 2 ○ ○ ○

南・西南アジアの社会２ 2 ○ ○ ○

インドの思想と宗教１ 2 ○ ○ ○

インドの思想と宗教２ 2 ○ ○ ○

近現代の中国 2 ○ ○ ○

現代中国の文芸１ 2 ○ ○ ○

現代中国の文芸２ 2 ○ ○ ○

漢文学 2 ○ ○ ○

漢文学１ 2 ○ ○ ○

漢文学２ 2 ○ ○ ○

日本文学史１ 2 ○ ○ ○

日本文学史２ 2 ○ ○ ○

日本文学概説１ 2 ○ ○ ○

日本文学概説２ 2 ○ ○ ○

中国の思想１ 2 ○ ○

中国の思想２ 2 ○ ○

西南アジアの歴史１ 2 ○ ○

西南アジアの歴史２ 2 ○ ○

中国の文学１ 2 ○ ○

中国の文学２ 2 ○ ○

日本の芸能と文学１ 2 ○ ○

日本の芸能と文学 2 ○ ○

日本の芸能と文学２ 2 ○ ○

比較社会史１ 2 ○ ○

比較社会史２ 2 ○ ○

現代アジアの諸問題１ 2 ○ ○

現代アジアの諸問題２ 2 ○ ○

アジア・オーストラリア関係論１ 2 ○ ○ ○

アジア・オーストラリア関係論２ 2 ○ ○ ○

アジアフィールドワーク１ 4 ○ ○ ○

アジア社会演習１ 4 ○ ○ ○

アジアフィールドワーク２ 4 ○ ○ ○

アジア社会演習２ 4 ○ ○ ○

アジアフィールドワーク３ 4 ○ ○ ○

アジア社会演習３ 4 ○ ○ ○

アジアフィールドワーク４ 4 ○ ○ ○

アジア社会演習４ 4 ○ ○ ○

日本語のための古典１ 2 ○ ○ ○ ○

日本語のための古典２ 2 ○ ○ ○ ○

日本語学１ 2 ○ ○ ○ ○

日本語学概説１ 2 ○ ○ ○ ○

日本語学２ 2 ○ ○ ○ ○

日本語学概説２ 2 ○ ○ ○ ○

南・西南アジア諸語の世界１ 2 ○ ○ ○

南・西南アジア諸語の世界２ 2 ○ ○ ○

東南アジア諸語の世界１ 2 ○ ○ ○

東南アジア諸語の世界２ 2 ○ ○ ○

世界の言語と文化４（アジア諸語） 2 ○ ○ ○

韓国語・朝鮮語の世界 2 ○ ○ ○

選
択
必
修
Ｂ

アジアフィールドワーク
とアジア社会演習は、
必ず同一地域のもの
（科目名番号の同じも
の）をセットで履修する
こと。

「日本語学１」を修得した場合、「日本語学概説１」を履修すること
はできない。

2019年度から適用

「日本語学2」を修得した場合、「日本語学概説2」を履修すること
はできない。

2019年度から適用

「東南アジアの諸語の世界2」を修得した場合、「世界の諸言語と
文化4（アジア諸語）」を履修することはできない。

2020年度から適用

講
義

  「漢文学」を修得した場合、「漢文学１」または「漢文学２」を
  履修することはできない。

2019年度から適用

「日本の芸能と文学１」を修得した場合、「日本の芸能と文学」を
履修することはできない。

2019年度から適用



必修 選択必修 選択 1 2 3 4 要件
区分 授業科目

単位数 配当年次
履修にかんする注意事項 適用

世界の言語と文化2（韓国語） 2 ○ ○ ○ 2019年度から適用

国語学１ 2 ○ ○ ○

国語学１（音声言語） 2 ○ ○ ○

国語学２ 2 ○ ○ ○

国語学２（文章表現） 2 ○ ○ ○

国語学史 2 ○ ○ ○ 2020年度から適用

日本語教育演習１ 2 ○ ○ ○ 2020年度から適用

日本語教育演習２ 2 ○ ○

アジア英語１ 2 ○ ○

アジア英語２ 2 ○ ○

日本語教授法 2 ○ ○ ○ 2019年度から適用

日本語教育実習１ 1 ○ ○ 2020年度から適用

日本語教育実習２ 1 ○ ○ 2020年度から適用

図書館・デジタルアーカイブ活用法 2 ○ ○ ○ ○ 2020年度から適用

国際コミュニケーション論 4 ○ ○ ○ 2017年度から適用

国際特別演習 4 ○ ○ ○ 2017年度から適用

教職ゼミⅠ 2 ○ ○ ○

教職ゼミⅡ 2 ○ ○

西洋史概説１ 2 ○ ○ ○

西洋史概説２ 2 ○ ○ ○

応用日本語１ 2 ○ ○ ○

応用日本語２ 2 ○ ○ ○

心理学体系論 2 ○ ○

心理学の歴史 2 ○ ○

美学美術史１ 2 ○ ○ ○

美学美術史２ 2 ○ ○ ○

哲学概論１ 2 ○ ○ ○

哲学概論２ 2 ○ ○ ○

認知心理学 2 ○ ○ ○

文化人類学 2 ○ ○

オーストラリア産業論１ 2 ○ ○ ○

オーストラリア産業論２ 2 ○ ○ ○

韓国の文化と社会1 2 ○ ○ ○

韓国の文化と社会2 2 ○ ○ ○

現代韓国事情 2 ○ ○ ○

ＥＲＰビジネスプロセス１ 2 ○ ○

ＥＲＰビジネスプロセス２ 2 ○ ○

ＥＲＰビジネスプロセス演習１ 2 ○ ○

ＥＲＰビジネスプロセス演習２ 2 ○ ○

日本語教師養成
プログラム専用科目

大学が認めた留学生
専用科目

選
択

講
義

「国語学１」を修得した場合、「国語学１（音声言語）」を履修するこ
とはできない。

2019年度から適用

「国語学2」を修得した場合、「国語学２（文章表現）」を履修するこ
とはできない。

2019年度から適用



 

 

 

 

 

 

 

規程等 

「社会教育主事の資格取得に 

関する規程」 
 



第１条  （略）

第２条  前条の科目は、次のとおりとする。

履修方法

社会教育概論１ 2 必修

社会教育概論２ 2 必修

社会教育計画１ 2

社会教育経営論1 2
社会教育士（養成課程）の
称号を取得する場合は必修

社会教育計画２ 2

社会教育経営論２ 2
社会教育士（養成課程）の
称号を取得する場合は必修

社会教育課題研究１ 2 必修

社会教育課題研究２ 2 必修

社会問題論 2

人権教育論 2

人権問題論 2

比較教育学 2

社会教育行政 2

博物館概論 2

博物館教育論 2

博物館情報・メディア論 2

職業指導論 2

余暇とレクリエーション 2

教育原論 2

教育心理学 2

教育行政学 2

教育方法学 2

社会教育特講Ⅳ 生涯学習支援論１ 2

（生涯学習支援論） 生涯学習支援論２ 2

２ 社会教育特講は、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ及びⅣにわたって履修することが望ましい。

３ 卒業までに、社会教育概論１、社会教育概論２、社会教育経営論１、社会教育経営論２、

社会教育課題研究１、社会教育課題研究２、生涯学習支援論１、生涯学習支援論２の８科目１６単位、

及び社会教育特講Ⅰ・社会教育特講Ⅱ・社会教育特講Ⅲの中から６科目１２単位以上修得した者は、

社会教育士（養成課程）の称号を取得することができる。

第３条  前条第一項の社会教育主事となるために必要な科目及び単位を修得した者には、願い出

により単位修得証明書を交付する。

２ 前条第３項の必要な科目及び単位を修得した者には、願い出により社会教育士（養成課程）称号

証書を交付する。

附 則

この規程は、2020年4月1日から施行する。

社会教育経営論

【社会教育主事の資格取得に関する規程一部改正】
（2012年度から2016年度入学生に適用する。）

社会教育士（養成課程）
の称号を取得する場合
は必修

社会教育課題研究 4

社会教育特講Ⅰ
（現代社会と社会教育）

12

社会教育計画

4

6科目以上
12単位以上選択必修

社会教育特講Ⅲ
（その他必要な科目）

社会教育特講Ⅱ
（社会教育活動・事業・施設）

法定科目名及び
最低修得単位数

本学開講科目名及び単位数

生涯学習概論 4

いずれか

２単位

いずれ

２科目４単位

選択必修
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